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再誠iえ立すかt)ノみる。

-12-



L結界i
f1i必tγぇヘ。 7 ト\:z.メトリ及び0<伴dI~主↑絞殺lタLÝ.- t y得ら恥T-=，Gd炭鉱E叫
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Nuclide Half life 
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147，倒 21. 7 ~2 229.3 keV r 76.8・ん 35 h 持 2
*3 
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1 A :3 (ヘ γ) 及 3えによる精脅~t.:運動L完lしゃの場内

7及犬・エ 品川 睦~Ff 。面31..J長寿放

1) (タ1.， γ)反応、のγの反田もによ 1)，議反応、在成物1<1愛動エネ fし:ぞ J 色侍~ Ic. 
ヒむ i之内初転竣r:'よってイ才ンイLする二ヒ拘i¥"in侍ミ礼る。 f図の救及i'N'1くd:'?
て浪まえする多"{icnr線乃にめ，9..のキマンセレ r シヲン字・遂事担エネルギーId.司 il
L; ~.丈きくべ ν1 手わうう(t\'， マnz..もi語体fz面でおきに技瓦お、す4y マのゑ函を
荷量孔るミ乙訓?きる手わろう。 (匁pγ)瓦た;二よってできる励必該11河野転主要で・
尉JJJ解者ずるミヒ州・われ内野転ギ要;主主ι民放}臨まについマ主におこるごとが期
侍'!:'1るがう p 続ν、てなこる〈ーカンシーカスケ--~-1-‘ J 多荷屯イ才ン帆庄訴す
る。ム) ")のよう t;'ゑ~た〆函Jるでお~ ) 1ミ哉/公j:í~，をずヤの1if:1ιによう運動エ
ネ iレギ J 主?専fc 瓦よと主試情O Íi~iiI 本義孟から中位私手 (J) オ式能く伯ω・或してもヒの表
面壬紘 λJ 手私いて K 持転;授fJ23 ‘こぐ ~)J ンモ〆 J ガス 72Vtご占 7 て多 i品 iニイイ
ン仏ずる。 LXbYyし と刀イ才ンぺも乙 0)謡込己桶Rl全両すること 1J， <愈1oiι，γ
1~~.) 孔るミ乙 i こ h 弘 "2 (I) ;このJ 2のす/I:/，キ;有抱10〆ート iこnJつij~ '~J 
崎 iiì'L~u 
ぷJ福.IこZlv iζ-~をふ令官 J ジえて 7 トリメ P グー L~京芸汐り安遁言dL，こ，f子入
してJ 7《 ti〉え批hこ♀るき五訟工ネ Jンて-乙f包括;，か希主准現iレ;こ。 ZφJケゼ J グえぐ

乎トリメ -タ -¥)1フイ Jう'う長 ιレ!.;をお友ri:.二会Jるiご't長号、くをえ新之守うづ'1
丸 ;二 bえーに を}.t>lンザり久;.~乙九九千芸品虫ンふ訴;:-1tiJ) 余語 1二部J主主￠たも心乏
マンミ、)1 ン戎~ v 1Co ミつ£ j7Tifz主iJ¥V-~託 r; ¥.、 tJ)} 絞出荷1試料1.:ι・14y
蔀;jtita二美空系グ 'j1・タ-，/之官 Fi Jgf， マtii.):ニに結骨、 w綜マズぉ訟新主守れ、 p
私立たコ~ ，出 ψ :， ~ zヲ云う，二 v て識をvfこイ才ン3象S4ti，需乙丘三。、tTZF 22手
辛Ji二/;4 ;三F詳し弘 Jユム.こ r;令。
毛 LJbM  iえ三，~ i; i(い，~..? 'ご'1/l )ノ，;;:_J. リト~_::丞返すいパ"\j./て p

~手之氏 i也v' c;' -A シi;"J手行手ゑ牽-fIl!t二デトヘι会。 ミシ乞役:うえ乏本，J2145 
ンt三マゴノz;1志tc.ι，う ji二本室、，議官L仏心ム二号5込/'1") そ2F也;有と後パBA活
} xLれミコ手iトt>Aえ吃必cう7p 議電;~;~111 J.) ;.おi友毛‘ニペv銭メ vT J fこもみ手
よi.~ν 

吃ゐ，.:..~ムI~ .2ιに&hh壬A4lkk号、:五三智te，えええベ三，て，按えしに。 ミのためp
主GJJ54科，.;:¥-f'託行411i.こよソ〈広東山三 ι4ょう;;)，;ι議1ニpZ;ιしおいl)
核武悉(ノ3334Z.RH.A)で特克のエネ 1しギーのがシマーt援についてy 者の強j主主
張jをし守イ才ンインヲンシコ1"1-色決定しに。象絵的に』立p 示録-j'yキした長電極
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をふさく切っ(， ;}~岡井の萩尉能強i更を遁I}定し， 4ゲマージ・$-~左推定寸香ニヒ I~
4る。
之の d少々 'シースぺクトロメータ-/立会体bVず'ヲス培ザに弘、yトゴ ltてお、1.み

ら旬、じめ私費丈~O ン 10で排ゑ t.. "(いる。 A急手1テキRF、射する前の1-を震lまi走、・ソtJ-S・
7b，.，.. 1:.権完走抗る.

3) 囲21主予と然の嗣j主体存在主じの企41シシ、ウムを試耕kして同いた場合θ十
ぞ t ジスてヲト jレ乏3f，しにものであるo J)でき抵へ♂たようらイ布ン4じが'府知転竣
→ペー舟 γγtガス)f-~~ヒいうlí:悉を逸ってお、之るがうほ‘i 差点;率指f1ト布 Iまあ
る牽荷のヒこう(吃極純庁のある住宣)で・最矢催を持ヮょう r;型~ 1Jるi志す.-z..め
る。鉱業十 k して F 領案自に局安着しにイシグヴムのj雪 Jt b\"~西砦1; 1， :2の占う 1ftイ
方シ求千11，面体表面1C'，rで・瓜え p 比戦的内併でできにイ才シ前・1-をギに留と外・長
すユム今~えら~じる。 之のよう 10.場イトに I~，もとの面体と松瓦氏、でで 3 にイ不ン
~þγ吃需主撲を走f:(ず 2 ともも令希えう札る. しにが・っし jf.¥患者fi動JI之を青少';$
が庁者る之ヒにl'cj. ')克己推定ずる。

イ才 Yfi~弘し慮丘(イ才シ魂 10 レ r トヒス 1) ，'/トの lâj ，二 l1"T る需~Ji) 乙乎37
*教管私にず'7<ψ るfE}.五i/Y'2 ~L や孔最逸雄治 ld 帆 7 にい、主主 L む芳えら札昔。
チ:; イ才シ1iJ~ シ慮極のi交通j五色ぎが・し~すヒ乙毛 Iら気持のノ写 Jt1.;域;す
ZとOK1 2のそト々ーヲ・λぺ7r 0 メーチ占介氏争fY3j長として小1交 i之被~;}しに
被重であるo 'S ;ι侍;1しにI彰晃?ノ，~ズPBGF 〈刀) T) ぶ;ミ‘ベ占る河川崎義乏
2主ミミする。

み煮え献〉
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1 A斗 j.'Ma ニ室中i~生手桶汚及た;断面積

〈辰五有) 。間不良イ金日月・馬場券・天野定、

/.翁 てき :t6，..，ら(J/，，211oβ丘比〉の中i・生手j語放1-:.よヲ -0欠の核1えたfJ~起る。
26，̂1j 

('71，1') 

0.0 2~ -bw跡、

↓ 
7何百三→ 2f]Af 
(n， Y) →九〈令l.， G) 
く αo'f長悦礼 0.2汗何初Z

ャレ
2門gτ五プ認'Atτかう匂〈字定〉

このげ門(11"() :zi f令以前耐震ぼゐ~ t ~W i)1:ょう仰管を崩い正β縦リ
えによ'7"'1剣先さ1(lf.. fj ~、 ::Z'í!{'会を棟以て‘さずa仰らM1.以下と報告主爪 1、、与。
芳希ら，.1、 ~(L心不安出Z$~)有、、 T: 0繰スハぞクト Iレ現!i定{~よづ 1 ，より鴻皮ーの毒、，
湯川きられb慰金しをj募作ので、二孔E-釣ナた。
2夜、扶助ndcrn- HaZt匂社数 spιfしも.I.M.織は什汁岬 3~ ~β茨
7シ;0，ν{ミ封じ I 'J ，¥ iレト・ 1'~〆ミユウ t-\/~己中怯テ采毛ヨタ F 弘夫代 JRR-之
のEEViZJ-系!:xiO'孟礼/仇孟・ 5ει のE芝知子L-( /，Sfj手間et身fLた。
数時間後i之渡埠副長て2誤解ふた4友、か升うシf'でZE争tfi@した。晶表猛威/;-例R.t
抑え t ， 3Et霊威ーで渇 L たf釘ズシ主投β う ~(μμ.(m. $A #-/ J j~O /'" 200 メ‘ツシ
;J-， 20戸高 /80〆'l1f'NI.)iこ仰Lpう芝生長緩ιdで吟討を通過，さぜん これをうまさ請し吋
から )6N HC.e -1‘渇 L丘陵イ方ン友1実力?ム(仏以(11t- SA 11-I / / f)()〆v2(}() メツ土ノ
ムI /ゆx./20 明都)i:toえI 6N H CR. 20 'J'ltfでパjrε通過主ぜたj支， ZL妙む面し
た.主守/0明 fのJF-~ j)白人1蕩併し I-r易イズ γな投打?ム(H笠， ZK!dmsκ#も
jO() ̂ ' 2{)t1メ勺シム I.3グド25ρ づ抑制〉パ加えた。約210，~ð) 7ìι 走法 L t~役、 tJ.SN
正iα /3otJ明 tず句作，1'i'q.;Va，_瓦た(:.t ...， 1 生L'‘ 1三勾~ ~ r1f:去 LJ lM Hqrwィ
でゆ同左湾総L氏。二れi:./0μツシ畷平素ユアン壬ユウt--.:怠衣2"0，..(ヒ;ZTシ毛
ユアIYド左加え1巧NH.戸?らま淀殿さぜた4案。過L)6iV Hα で落解l1介入シy
ンゲー l:.ヒ l)，係綴孟判明Zと Lτ 6e(O)旅立i器ずr緩んて?t-'レを現うんL(:0 
このジれi- ~ -;-:. 1，\(7 灯台宗計約キl.;~l~olc!) 6>OCo A: /~' l..:. Co -AQ健在急

F
O
 

、d
ム



面受で滞解し1抑イヒ lt....ものを測定 L1.教jEl r三。二の際/1ワ，，-k"'l-V， /3幻ん了
の角r鐸の閥的機の補L(4ψ)l行な、、， 37腕力考のr縛エキ iレギー依存j主{J
、恥，状線;原のそれを用い r~o
a絡永 仰長llR..乙の問の多博文r:よ"7'1， 28"fちの叙~守る仰/んて i'1-/ -klt. TT， 
/3 '11れγ の o，~宗とへの娘成句fのす文弘する 177'7 !{iγ ゐ ótjfi_E1矢弘Lた。 2定、
/ク71--a♀ずの同和7干潟月tjZj待問ずれ乙とやど溶か約ら.(L氏。
ムーAf_ペシ金中it主TXした 60coの雪η、ら J宇2雨期μ7::>4-I S1[0の匁千世手。品以
前働稜36ゐ仰を局、、1教中性争末よれ /013弘!VJIλd乙を得作。
J.6/1g. [ 'it， rr)主乃反たの制手責d.tJz7 /raN凡 F2守乃の半減期界的ι12匂の
半減期 2/.2-fty I換す1主主戸来， と。ロ Y;..-i暖"2')子シワL>¥1与??ゑjこiっ1ittXl17化
学ほ著作使、、 szo吟〈穴，η zrf~ えたの樹f街艇 L ~( 0.1'f 1:-(). 02 仇枇沙r1~0 仇
丸ま色\同様な、実験1: エ‘J:担 r~宝子釆 Jj./κ /tJ1.:1 ~ι/ ttt."/dζ，桁00枝P-/7玄 /).0ダ
~"&f草尺，
A ヂf!J-芝生ず盃坊事及たヒ L-Ul不殺坊のAl及が后茨7ンプ)iレの会i:よる次の
えたが‘jそえみ，fllbo

ιK与z明l....f.?:._'l) 川 Cnsi之・何点J
引tP戸 ¥;34gH 35ry'X弘同
正九戸市却パ347i' d 吋旬、V7L34ポ J

寂忽ざ札f切のをま説。ん!ずる，:.11， Jd..if吋均の場令， JJ匂総書1))'叡われて
シト 'T't;_iJ r¥. d̂ならずI S，;‘の移信仰耐えたの議T(釦稜が・このイ設立の夜:“教ミりパ‘
ーシ1・‘あるニとき考，FE-19とJ ニイLろの反之、iユ3堅手足之さると/き人み孔毛主。 LZFιJ 
Lん子生協ぷ存丘7云考yrSFjpf叫桂皮て、主ムJL冗，叫zfb匂仇1>)~S-1え応、 l~
よ会妨害 b~返さ忌ヒろえられるのず j この点の夜討Mずな九

I)L.P.~ かt.d L ， 泊砂 Jcm， Jι ~x. 広 J J何ごIYより
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1 A 5 t33γJ1' ~ v"z宝与す側、lfid-誘矧紛奈良!こ示、げるお齢仔

永久尿街 Tを? ~~央\藤司~--官p 今何言語司森U持久

1 ) 23営ずの 11f判事例紛裂て‘付文希電令ぞトI付て!こ芳くの人々 iこょっ "'U~j定さ
れてけるが¥領JZ敬130̂ -'/36て"，CfX才、問手広1.A'y易手♂三室ゎ奪三永のあ智ヒ4
%えられ与不授のほがip及ぶ〈骨平子初 1ヤl請を約みふわrし力、しこ ρmi丘のヂァタ l手
矧をのfz-失があ{1)手〈有ごJノ巳附lニ、 ニがイ不縁如何力'¥ff，)1ろ欣払lニ釘可雪亀三主敬
引率$j8て‘あ古川炉、品川，把のゐ~てあ今吋\ヨZ石室て・今\ )。二例 1貨を被安震域、の埼tこ
けし 132 ， 133(1)え鎖lニフ l)て 11Jスえ 7Jrよ1]詳しい若手電芳希が材、吉ょ
う iニ多く♂核穆て・の砿乏状~'f_司王的 Tと。者たヌ33 すの核す裂で勺括審有手川手段え
沼1+ゐくた、けてい、 Zち包す弘同じ持表示室lニついて砿d収者主ポY)¥訪者仰でf女析をfij十
毛ヒ℃秀夫可ち二之にした σ

Z) ~35"ヴ哉、、 1 [1233ずっ ο、l剛弁 't !<.υl之の*'~管て凶ヲ 0 手、l/f匂ヰし、"7~，s. b. 
ie‘工ρ中貌:}r知}者:(1) Z， ft-者:の/組三手γη担保主力ロえ、 j二ieえ系のーつを活tt
化等庁議レてふ~(し ì)旅立\選手ず γ符を委!実!ノヨ的乙可る寄れをの孟:我そを去っ、手足
与実)'\~:，::ごろすーハ込'J-;-色、完場涯をI{¥¥ I て湾!ヱン、す7. ~y;仰天尋二季準化しマ震え有森i
fη ポふ:之斉~'tシアニ。廷 ηゑ:$-*色合。ie 1[::ホ可。 1"31. I 3之、["3"3めざ銭τ1工
2ラピヴ、口ラワっつけてそノ1正》、ち旬νミ;ニぺ奴乏収苧力、:言語チ乏て7れていて、::1¥ 1ニよ
7て禿タ詳'./\.l~友会ずが払来ら Lゑえら久ら。ジてこ会れみの結哀主主規採t手紙じ-?()
u 、、/子レ'(:.主53震にニ毛~\二五ヲてだつみ Y たも工Ct ず;i 1ロ手可。 6寸mfiき:2
5って 7!::んら八円吟与すて・ 14表乙七ヒ章受1ろ三るが 5、併殺実!、ぎくなフて、 jら

!バ人工7z-rJ役していてー ;ち引:ト-受急J宅銀漫吃 11:工宥電合疋#子勺占ガが可若しく:犬丈きく々リ、 iリ3)子， 
芝丞Lz銭銭良良u乙ざど、納、 Ji逗ぎiニT計ケ-bが 吠"iなJ守宇 五妥1伊2司η守?、引叫、

工手衣t1-た二:入，ヘ¥、 2吟予5ずぺτ浮零:J主?:フ乙ろギ沼託1れ!;土う!ロ二z夜ざつヤ〈ら。 ニれらの，Z号電!if手つえ想現〉
;・2ヤ才壬手安井;ニれら彩域内務智て丈島、}:ニikd耳11jEらがどうれにヴ t)てな
か反核~~T主治7 ら 3

Reference 

1) A.C.Wahl et al.， 2nd IAEA Symposium on Physics and 

Chemistry of Fission， 813 (1969). 

2) P.O.Strom et al.， Phys. Rev.， ~丘土 984 (1966). 
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Table I. 
Cumu1ative or independent も yie1ds of Sn， Sb， Te and I nuc1ides. 

233-U 

128 129 130 131 132 133 134 135 

* * * 0.51* Sn 0.62 1.11 0.86 
士0.04 主0.08 土0.08 主0.15

Sb 0.104 0.26 0.88 1. 42 1.63 * 0.84 * 
土0.008 土0.02 主0.06 土0.10 1.0.15 土0.05

* 
Te 1. 35 2.76 3.77 3.77 

::0.08 土0.2 ヱ0.3
I 0.027 0.16 0.68 1. 67 5.352* 

:1:0.01 エ0.03 エ0.05 士0.10 土0.004

Chain 0.72 1. 37 1. 74 3.31 4.55 5.29+Xe 5.44+Xe 

23S-U 

128 129 130 131 132 133 134 135 

* * * * 
Sn 0.25 0.92 1. 41 0.80 

主0.01 ヱ0.07 土0.11 三0.07
* ヲk

Sb 0.52 1. 54 3.14 2.29 
ユ0.08 二0.1 三0.25 ::.0.12 

* 
Te 0.28 0.73 3.76 6.98 

:ニ0.02 ~-.O. 05 ニ0.2
4隆

I 0.03 0.025 0.04 0.64 6.30 
:て0.02 工0.01 :::0.03 こ0.06 二0.4

Chain 0.25 0.92 1. 93 2.65 3.90 6.09 7.62+Xe 

.91) 
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ユ:B)j為さが'::1.3')U刻中|空与務毎歳小梨Jてお汁3

I 2~S6 I 1317Sb枚寝'11A存在前必拘積

煮7く穂pft 雨明声、、 青年春-gp 。メトlも(偽可

目的魚崎純!神宮山町長赦ふ引け鯛民自主aのスピ〉必至推定すJ::三
l古枚jト裂ち‘〉ぢ〉吟<1)~え~，~拠3. J 夫初何一つのてかーか。!κ な S ヒぎ之~ 1tao ~ 
伺スピ〉イ~，本私小型1 庄ず 3 弟、事~'I空特勺柱=-1f'x *'T晶君寄り4から末、勾 8 二 k 庁炉þ\" 7."刊寸‘弓号五。
ユヨη3υ 手杭ち E がが~; 2幻1>"U割、φ宇争e円!
蔀街f最繍豆?朱ボドK、拘夫角 1"較倍寸 3丸。

方広;t賞号紋128': 130拐Eか:'/.12 今般~II ¥-t閣にf下す t1， '1 7.・， sb I'Y!， ~ ¥本直
鰍ノ雌τ付 3もηのほかK附 4hp 純7.'削こたも吋'為~" ~ IJ) ~jl.4t 
:社主ゲ苛く寸 3犬(/)，抱剤取及射 1近まA'i_if冷徹を行号、¥， がつれ/~h の Aビ
茸ホ宅島寺T、何Sn必Lなb1:: 成長と忘号王寺t民 "'Z. 織、正 l 7_， sb 生 l有!tfl扇積 g~
1 ミの広れこ什号m病正今夫内 ~Sn の庄成@r危7積もiK'M7. ðるく l必 l事 )t"~ ~。
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40 s 132-Sn [0 +] . .~.二 Jタ 2 ・ 1 m 132-Sb [4+] __.下-----、
-~ 132-Te 

;...， 4.1 m 132-Sb [8-]---一一ブ 』

長験:ユ33U 30官 (233U にして lOOf~) あ j " l"'d ;2. 3タυ30~ l訪日¥::.し
て 100fJ )左京K保与1tP}12で 30 物語i熊前 1 氏。f!~\射 i交えだちに Sn ， Sb
九J タ吉正す目A$-~加乙f:_ o S~ 0)冷椛lτ3M NH千~CN ~毎 i殺か L イ Y7σ1フピiし、
エr 千 lレで、三n1柚点し，さy¥S2..O)帯 "Z"~'lê1え鋲剃 k 11:二。ヨb0) hN徹lすfzn粉
末でちらを'Sb H?l 1(して揮発 :S ~L ， 6門、 HC1-Bγz i駒そに樹象し.ヲbS?> 
宥vl'旬以¥L~倒産干物I t 11とp ぉjsk)frt喜朗日現l吉宗犠k~、!安年切れ/繍
患であ).冷鈍iをたた'ちlミ3'8'C.乙仇LLi)思局検忠勝-4ドPrl A 7:' '1線スペ7
トlレ主観t@'1し‘ jビ寺qy.，，:キ，検士、約三十事 j-1J" t紛糾麦I!t~..1布、i1\ 1.，向ι付表穂α
自tl~キíß~効え. ~khト裂A合致 Z 択9 Jえあ Q2Sγ勺ザぇ聖地|丘E斤守 7壬。 再れぞ't¥.
久牧穆明治i里程仰いl司、1たd'~!~ ~ T q ~フ|ていτ えす。
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Tab1e 1. y rays used in the ana1ysis of data. 

Nuc1ide Nuc1ide y energy [keV] (in t e_!l_s_ ity/d ec ay) 

128-Sn 128-Sn 478 (0.66) 

128-Sb 128-Sb-m 742 (0.94)， 128-Sb-g 742 (1.0) 
130-Sn 130-Sb-m，g 840 
130-Sb 130田 Sb-m840 (0.9)， 130四 Sb-g 840 (1.0) 
132-Sb 132-Sb-m 976 (1.0)， 132-Sb-g 976 (1.0) 

終果:ユ害事U刻.守'1'1与究主主教/n-~長 lて九，t ) 1:2.守$11，13()Sn 乞 132ヲhlf1，，のす稀吹
キお与が/:2.'&ぢγ，守乞 130ぢb111， :J句碑、主吹者ニ~Td hlモ 21こし勾す・弓定こ今毛主
l二 1ま f 幻守υE 同1\長t~þ 勺 /)0$η ヒ 132'S b M，~の索積収三十為~ p." 130ヲh，.1. 'iの拡

立微量子主ち末 L-z.有).. 7除要削存在ぬJir動積u.t:，吋玖主今依存 h
'
~ -;陶 J 三 zか'7"

ミき3。
Tab1e 2. Indep. or cum. (*) yie1ds [%] and isomeric c.s. ratios. 

92 -.Sr Sn Sb-m Sb-g Sb h;i:gh/1ow 
* 

233-U-128 chain 6.6 0.62 0.035 0.069 0.104 1. 97 
(chain) :!:O. 04 :!:0.004 :!:0.004 

* 
233-U-130 chain 0.86 0.46 0.42 0.88 0.91 

:!:0.08 :!:0.03 :!:0.03 
* * 

233-U-132 chain 1.201 0.43 1. 63 0.36 
士0.1 :!:0.04 

* 
235-U-130 chain 6.0 1. 41 0.26 0.26 0.52 1.0 

:!:O .11 :!:0.04 :!:0.04 
* * 

235-U-132 chain 2.17 0.97 3.14 0.45 
:!:0.2 :!:0.1 

キ餅 t 柊喫4壬非同~r旬売れ叱11 '233 D (_ >/2十)乞 2ヲSLJ (ヲ/2-)の t扮2・"い
んども炉'~ず，ぢ b ~ 1貨号数1，~っ7. f¥.さく受犯すれっせ '1令、嬰!写府主列まケ励
稽比五JZスぜ刈K匙庄代キ/俄スピン ~t.:第'Æ-Q\キ 2・長み lぞ噂A¥-sbの今任手
数Fj楚rt、仇人f=~ 2必ら陥仇』につれ急:般にtitbl2τd~務伺 0":什 L れム。~ Q¥ ~ 
tri "中!包1教b、・危弘幸スt¥i，級点)I事ど'・教か裂であスピシ以協か往~予告十寸
叫こ 'Z.~!株 L 2 リヒ秀之ムれ.5.田下.千受命撃)千手掛 ui勉町スt::~ふ平いよ夫
tl1Yt存ゥz、¥:3 c 
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1 A 7 私物製争~I'Çおけ§曲孝効泉ヒß:.織キ効果

J号五汗 O_B.ら場券、‘ゐ各?愛子

Jき秘 仏タト裂の5勤続↑卑ヒして IJ、殺介裂J也核軍，1生体の存たをすb月可Jミと{ミ
#.1/] L t2. strぱtt'nsk.げがか・7見な主流ヒPフ (.11わけし、殺仏教象口秘
めて減雑であリ、 二め方向を以フて L てもを l 、殺の枚分撃しI~ みちれ J~~k梯}主主
はじめ殺之の鋭利結果を説叫する iミlJj__っていお¥¥ "特1" stru.. t内JÚt~ ヲ特集
IJ-、 ジエ Jレ効果が、?械~ ~ 1:.方 μ れ~;t :L永 IVギ、-JjgたのE号令Jミイ久男くと Lて官吏
刻")d'tは同意再頓をφJp‘いイ巴今毘存佐t説/lAtt未Pいことで‘ムム
-:f:: :;-" Iレ ネ教容でIJ、stnd山sわけJ主主糾て‘移人 t・Id) :tlf桝阜の中て、最
も'f_f骨量てめふた商7fTVYマIVのZえ良Eが(什末。す荷わち .Myωυ ，~ Jフて

l~~)\_ 1 1'¥. ~併効果 ( C，u.r〆ωψιり t:.7:五川生紙(c俳
?c-t) 左 S~dd~ιρ t>t'nt のホ。ずシ/ジャ
氏。物降、ふdd..ん〉仰せ ωχf，'j"，r，，-tfTn{:つ(IてIJ. tリめえ
私椅円i本から訪{ふ禿 1 ・~似 L 、 三J!f.zフヲ浦町卒め守Il:.'{旬の降脅の

才物材育円停向。吃削二?すす~l/ヒと左 f乏すき・ノミヲメ - j -1: L て Yえした。~!?‘尻1:
持拘 2 れR ょう Jぐノ菅l 、4えの枚方茨付和白 IJ~エネ Jレギp と(怠エ柔 IVギーでB月
い、(二車E人ニラでIJ‘不統iほの友<j-Dられて lIるあエ学lレギー放分殺を対ゑ
kするこヒと L、し?とが‘って‘ 5trtLtMsK4.5えの予::z;.，l)tffiιの場 'J~長波した。し
かし.M;I.e.r ・ 3山らぬ‘の η 1~'t1 1巧定日 ch 品。ニ今4似てφ 地支まえ
ば、 i友君7ヲアラヲユ/7‘及ぞイ守7ラヌデヨン乙‘ あJげZフ今椅l司j卒予表dちノf
7メサーヲ計併バ“お。す?i込例措Jfヲメ -J -~ FLn~.cit砂防止期完し
長友砂 J二jえ牢ヒ r~ JパフメーアーでtP)品。 ー

銘来 (1) 7ヲ7ツ〉卜の支砂/きlhJぴ食ぞか1キ:Ft-i全信仰初是/1久手ち1えの吠えl::IJ
馬手し語、、。 μγV¥-S臼，，:t>..til-ι/u笠勺ラZ.I片品正も養彩友Jェあ著t左手iふえflτlJ7長
刀て、戸、、。曲寺動果主主事入しか、場ふiミiJ、フヲ 7"1ントの支干ち魚川M4キiτ久
2ぃZEエネ lレギ二内l二泊がIjI~ id・4。 ニdU:.汁し、曲キ効史左手入した場ふlミi在、
す向勺え易及の t;ラて‘エネlνギ、ー表、i、ヒ戸ふ lJ¥、炉リて、戸文、 2・手 Jレギ苧砲の柱
、}、失王手ーは殺がいえっb、戒め料ゐレ、〉持放が兎4れ品。持j之、非対格支持乙
~'J.務えわl.のエネ ν~'- 伺iえ i二 7色白す札jd\jJ ヲメーアーすかご 1.0 ゥ、) l.fまで
支iと布~13] iξ、前j雪iJ..+E1与す旬i=あぺ斥y、後方i討さえ日品ことが、見志"1Ijtた".{失
釘~2勤時iバード老名川久1手伝ぷ片づfifgmt川近いヒ
男りね h j.441K7VA01況で‘jJ納支持か、 M て'idY備交わが殉
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守J-o;/)女手軽ヱキ 1¥ノギ-i_以?て7ラy〆いソゾメ;''Yド童扮動工柔 νギ、-tみFしてもK
』れtιt手様を幼殺売急ゐiむiぽz注じfjlけ¥0 しかし、 J-ロy及再庇毛エ示 }νギ-/阿J、/バr うメ~1-3 と
7刀Jtμメシトμの女対fめう友恥i二F殉皇くυi依永綿為例可きのてで'¥、 E戎見£陶ヲ毛デJしパ/ぺイtて、いw、
i以3凶L ネíJ:.い、\。 i&￡&i二空松M?芳効刻控砂針灼iり竹i~宇丞動エけ先 lνず- 七比致しZヲ ~f・ 2 ιl ¥う持説会主待ぇ.
~4)1，場dF毛エネ iν子、二:アヲ fメ yr 今夫事ろエネ tゾギLjf内手防急会会 lてギペユ
手:~?負け火、念特fヴ iエ IJ ザサ主チムょが 『鍛え名 m吃でH街。/足立AJ。777メシト
わド久われる刊す叫綜JJ食料低とえ致し之、毛デわlν川勾よ進ιイ似以えνp炉川、
〈えよJ戸¥し lい与乙い乙品.

1) W.T.均九 I U乙えムーI!).IIJ. I 成.1J.渇ω (/f6J_j 
心MW九.3./246，.. p-/.，.A μ仇/Md ， 7吟~...A 16三/ 1 (ぷρノJ
H. 8o_;~ ，a，.J S. sah，孔 4み'd. バ17S-， I~f (.171'ノ

J) M. "sf，qペヤパ'(;{/'.j.J..3ノ町1/61ノ
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1 A 8 放分裂生成物の消弱気処理1:うり 1

散太珪 久糸三由キ

/、 l本rめに さる S月J Iヨ本尿争力産業会議は、 l司会、が側主 L 定 r~友会
梨住民物紛対h懲談4¥..1"(11) I年半の検討訴事わ受17ZJr放射能7ロース"ド
、システム構想J主J 原争力終電昨倍、らの放射?生廃象物のた認の解決策乙し之笑
表した。をの構想の中ず、最モユユー7なもりヒセれi.1I.}町が"~支え応，~ぶ S
3高い匁豆電ずちる。房、みカ受電片岡夜討 .!J の是非をを~ ~I司差是の一司ずある、放射
他局員棄物の丸壇ず静決τH屯与と ¥1う与を表1・‘あ 3だiナにそれはすずにー免の紅ム

色合初来t生み弘し1.1I事。 川、(...)払グ・三〉れまず調ぺ・た?良りずlま、英表セれたる月
減免培法、l本f，平日的」 τFち事だ， IナJ::、宅の裂想の出奏点、原~~.ぶが川実現惟につ
一之 J 多〈の従来志会んず¥1 ~ 0 魂在主ずのとこ '3I I司ノ主義の報告舎主読んず川
なけず¥ l~橋弘 lこちけ之の解説為文りがむ表され1. 11 ~めで、主乙 L 'z売れを汁
ゑ'，;L之l材ゑ久の U くゥずさ格拘 L、原与カ発電片岡是』こ勝。、主持つ放射ィι号揺
の討議島I与扶した υ.
之.期待セれ L 11 るにうま熱中性会京が4専らサt.~だろうる、? 裳表された計

画(以下前島ヒ鳴)Iま‘卦手ヌド凡な勺疋 Ste)n，bιゅうの裟悲りヒl司じ..t. 5> 1::.、
カナダ‘の工'n.. Je';" se.-NeAdrO九-G-.e.切 eraioい(工/I/~ト〉計忌l 芝今、み台 1::' l" L 川~ . 
エゲGr計晶ず 11.， I qιγ) 6 正明4 の~予ピ'ムず、~ -t'スてス摂融点4-j
t ゲtγ ト主照射し、減却みi込克、ι-u"ニ攻a.式ト 1-::.ι 勺宅 3 ノ0" se，c-Jの寺ず中性
ふ主業主吃1t.， D.O中ず勺号車ィιtこιヲ1..，長iる/() 11 ~m2、S'ee.'町実在中性子来t
t専玉三ヒ材且ち τ1I~。これずはまだ‘不足ず~~ヒ L '"l..計邑ずi志、ヌーゲ、ツト
t核ノ争奪Lえらの酌ゐ識の大"1¥、ラヲン 1::変え 3乞とを l之、人身ザエネ』レ，，'-i. / 0 
Gιγ1::あIf'るこヒロ£ゥ Z‘保JbJ /C17cm六 Se.cイ i抗Lの貌‘宇佐多帯、を得
て、長吊 (ì~~靖弱気篭輩の索現正期し-z. 1I ~ .. しがし』うランj.-t"ツトi志泉し之
高効なりず志~ ) ~、。エN 6.ーのために行今、れた s 救及九のちシ?沙 iレ lコき1阜の文
侠めは Eすずに持鵡色申'1."'tけ 3ι うに、ヤラン 1::衰え 3こヒ 1'::ι ヲ之、ヌーゲ‘ツ

トずの宇佐与袈生長l志雄 I~ ~い偽乙 t~ 1. 1/'、ララシ町役宇佐+ヰ投針h精y-大さ
れたあ』しか主勺!B入、スの埠ノ会 ι少を車中'Ii:.与オミl字減少す与でちろ.).. ~もみ勺
入射エネ』レゼ‘ーに比例t.."1楼包1宇f念品も増加寸 3ず色 3うヒりラ，ノ毎<6噴詫"i:.札
1けヰ I)-1支え左たとえ誌仇之t、替、¥1'1i:.}朱ず・ /011 C-rn. -.2.S'ec.-/左越、えること
It~る Aらず弘主ヒ H ラ期符 lま為1.. 11:.ずれず l本忘場、三うす。
3、 ~ _ 'j'ツトずの桑包拡尋俸の推えは議フ之ける. 緩まえリ γ 良~i'aリ、計
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昌広、 ?ーゲ"Yトずの養熱意 1:::ヲ竹之 Sie.'"Yl beぃ'ð-~め i舟泉t 見向ま、千専用し、恭
鼠ラフン íj~ t 昔、 Se.c寸 t“循環さ吃 ，Mj"OODc..の返友」斗ず凶あ3稔庭ピ推え
Lτ 、l}。しろ、 L I 彼 Sの計J専1::: I事ミスず税少、 M : JtD"'_ Sりの針単語草呆z司り
るヒ、工M母ず手ーゲツト"t.ララン 1::: Lた場律、 九の袈訴を 11-~~ /ヲ 0門 WI:乏
ぢ言。入術工ネルギーI) t患が 1::' 比イ~II L ， 1色惣量も増大ぢ 3ヒ-;}ヒ、計a，ずl本震
にえ()(JoMW，止<'1::'私事.ユオ'1.1弘、計患など・争‘"待え L'1. 11 ~、 3免融ラランの循
姥可能、品jミ/3 't、 sεcづ之 l幻今、に越えたイ車ゼ'a'， ao
少. ~ -T‘ツト咋 i'lT) 包成放射能 針忌lずl志‘予-T1，'}ト中ずの放射能包K
Aえトヒし(.. ")臨月え九九、ぶ初"衿v命説Aおち主 k し三想定し 1 ける ιうず示れし
かし、ララン兵ーゲツトず i志、骨l 珪!の 2~ [tVη 問中悼会味牧A忌 1;: ふゥ之包q失す
る吋9P IA.， b"'-為l吋患ぜ本し手 t ゲ1ツト十で・邑内;えれ3吋今 p比内室1eT-J 右主
らく J 私/00 1<会、 y-/ の移j支ぜ ïh~ 、循王宮守のちランずら~I)t.主/錫盆寸志=け‘"
す主併合~t，&-I) しは株可?，z.包的』ζ募し工可能なのず歩、 3.)場、。たヒえ核ノ事警L包皮;吟今
靖玖‘1)'"可能，ζ弘可たヒ L，も‘ー九万・}-tらは見イTな荷物之脊良りこもこヒ l'な
5 て~. )η "C'私 3.) ~、。

土、為;も~It也ナの鳴海 入射:x:.，t...，レ司、ーを 10C元eγ1:1も仇るこヒはよヲ
τ、き紙、号民主 tキ惟ょのエネ』レギースイフ l、』レも3bエネJレギー但'1

'
:::拡ずる.， ~η 

椎えi歩、毛シ?カ lしロ針j急也九報". )ために l通説ず私事折、 1 CTι-v p.あ‘』す与吉1尋
禽身えずら縁推し之、計IIJの場/色 1::: 広、 ~-ゲ‘ツト孝~ifi ずの I()o J叶eγ .lJ.A.ιの主主
色$咋也み末i率、 I 0 16 c.-m...-a‘Se.c-

j 
tj、.l::-'c:，号埠1Iず也事. 乙勺 ιラな為エ示・して.

-、言ゐ3弘主のやサU 未"t.;i毎主合ピ品へ I)ぢるち拡ず;きえられ 1 け 3 の~'"3 3め、。
6.主皇生 I美芸員すも=つ" "t 1弘、セすか‘はきi晶も'ti.>h. I'l-8経争併合ずなりり
ず私る。計邑の寸10ヒなるがi孟港 1;:つけ立も、周忌j写準偽芯ヲみを弘た工Jν合計
E的手、 lマμ 士号 1::定義もいも句、、力すずる娘!j::: s-パパハまfl:::軒下
さす¥...， 1)手足、Jこ白の白芭弘之りえりのずあき。工八I(守強撲のが丞みの、毎験毛なし

t之、一足ヒ-ZÀ'に計患のふうな加速~ず表現ず't~ヒイきずき人 l衣、，l:. ll-ピの来天~に
ず弘事。併さえI之もせ土べ‘うれ 1 ける ιうに‘が己主義臥刻、I'>:.f，多 ι。吋主主ず符玄構L
之 hl3.4Eのちめヒを.山の bη ヒ主ノ長主怠I)~橡 i':: ， 1ピ志之ヒ味、科ぷ::~-::> 
-z.1本ゆずしも奇主主体なこヒガ・l志な 1).， しすし、 t司急本め l~. 1.の 8壊の舟く1;.ヒ無
喝俸に i}.まL力ヲミ電r{rき十息の進行』ζιつ之、 一九ず大量のきえ射性意均ず'~注包札
事殺をふl.qyιヒけラこヒゼ・本 L 主ん本ユ乙主 JC歯己ちるのは亭リ域しを撃で‘馬
五ヒ、議はあれわれはli)er... I-:'JO-._証で色るのず恥るうず。

り界野s;-1ιI事ヒエ業ょA( I守?.3 ) S'b 
吟i吐v.合同d()←J&:_ M、Sieh'l.Teトd-) BNしー II ?ノ止ど 19/'1)
めゴ、 C.D.M~I 十e汽.t J、S.Fr~se.ト) .4ECL-之之ふ， ( I ?〆必〉
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竜写繰校身寄停のjs毛色副え|く伺い 3 争草子ぺ午/レPI株ズヘ'クトロ
1 A 9 メ-y -η拭作

(限矢穆)。稲崎凶多 l 三森~作成
け正丈色者支鴇?ζ 〉 妥'+J.1J 蕊

え誼 P繰ぞ風域唱記子《謹1)t¥<. Id: I 従本 S~ ーゴぷてD (工)，有機、シレデレ r
9' - (工)I 説場j局何ph早スヘ。クトロメーター(m.)牢と"吋同 l、うれ為。このう
ち(.DI)I工 み緋仇J 久々クド/レ島村m嘉勢さ，逸同 Z キ1レキー牝曲 r ザヒ己ーの
弁前監 1玄どの~z，. (J (工)ノ(1[) (~比しl正明lÌl~1， .J ~る P\"_ その叉呆 l手迅速削た
内、君、き宇いことで‘あう J 揖~Jf殺の樹九 lて If キ(司きとされて来-rて。( 1耳n:)勾t従ι来
《宮型止l叩左いわゆる Eレ/ン 7";炉レ子Jヤマ半/Vレうγ「去式jてで‘い'偽桐右称紘芋場易の強さ E、受変イ仏ι主吃ミ J 長-良剥

え耳方の苫で‘時問《

l志Fいし 1叫主、拡」阜宰ヒ牢ゐ謝b怠wの詞拭;耕5誠良殻の禍補、£力例吋¥"基官f-:"、ψ‘わずず‘うわし〈し、 ご 今 l~之--1回白今

刻たた白之いヤ d身1' 1マF告計T差叡丈4佳孟bか伏州1て汁'~特4偶寄今 d恥心牢 ν凶、 ヒ手、 新進丈{孟泡頑:m:苛づgt之め、 何回むきえキキ砕戎
包安こ成し↑之リオコ訟と、各試耕のヲ訟法ゃ悼式的‘奨宇 2みれく lまをの予南正b¥"1まじルピ

チ可官tlく1Fる。
わ..tvtフヰ"l官、号夕、ら PF手久々 ケヤ'9-7"ヲブ l亡前 l、今れ之:tT~ JiL-iJ軌ir180o~鉱

タ式包干支帽し、電手、常之の械が紳介~~又Jトマ争造問 q.門?をの列とし、本.11、ェ午/レ有刊

一千震域(くわkゥえて/レナナマ午jレ式1-::'I司時に剃担て内ぎる簡易 rpF系ぇヘ'クト iエメ
ーダーを試作 L 下.この張童 l事1t肴身1主力、ろの竜手恨の~た l<~f 浮い苓カ宮子技
とする乙と州、Jlftうかと rfフV-..

葉遣の並立?婚主 イ稲伺電説
る¥-J:， 事手不面白グ)丈君~ IすO肌 γyl

Xzro'}t1.机/ギ々、77"5"Ommノ
均戸手広場どし之、議矢主立葉接7夏
約4k.仕ω:'<'SSj 電;}O)散文札迄
キ~t ¥06帆"M.， 0..¥"'-' 10MιV 
ril庖手合系列剣之官「牝てH ある。

q- M~Iま微d 寸~l<'努力し、母、
のや 8~t)yl. ;̂fu.! 2ぢ以vv¥の F
ス・フロー<r門;す ~I ~矢面 lて
デ占っ Zf = 40 "-1 00 WI. 'wlη問に
1 1帆帆おきい 12キ設置 lT， • 
そm箭白l<l1ム」汁長の広ロスり
つト芹瓦忌1机ド。 この合門 J官の
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手'j1幻同Pがちの干わ下之、，許、長面 lくそっては墨色
約 15恥帆づえヲ A ドさ吃?，;J乙ヒ力V て":!r~.
帝王宅し篭手官官えろす i<dJ- ~ケデ々半 jレの竜手
腕丘1くそフ之隔壁ォピのフoヲスデヴア梨パ、ヴフ
ル叙E被t11之。

保娩，入 0・弘り余り、フ卜ノバヴブ/レノ京貴

広洛写 Uの臨むfまも沖 1函lてラド可。 rr:'F?、件規
~J 堂署員 l二特ち込むと持丸 lく時間 b'ì夕、 y るの
Zヘ込逸主主主可令と♂ iま/保持は 0.8γサ 1cl1ご
めてイラ -H更の協の升 l二置さ、 J具 2正 E 否定~~

'̂。
~々 Mlすがもの花予 rl 、整的アン70 を過し

てそれぞ小l司靖予定詰11邑ヒし 1-:::: 枚、 ~ftヶ可 L
括主役iくit漏小平竹婚に か¥J之、念衛予(1:ピの住
還の仕阿堵のもの加を識別6f9 0 学受設のとト門

湾側‘l司時iくイ塩かし¥(臭i年手投清う苦手力¥"iI:¥ f<ピぎ|求
、撃を成弘田鈴1くよりその伶号をP全く。 ν人L
の怜号処理勾奈~七l をす 2 菌(て牛革・
率五 凱主判左と諺左京阪戸主色揚jたし之、

ち~ i虫色不均万町、グザスメーター r t:与~Iて較
正可方。Js-デマキ lレt:， ~ Iえ説場内でt並列的iて
働例《之得r<~告T紋i直は、異ヶる撲弘北与を吊
いじく広めの校血粉争の補正、再よ以"、 異ケち

尉し革を逸しTくTとめの造過紛争今補正告行フて

規ýffr~し苛る。をれぞれの補正係数 lま予備ïl1j た
1<ょう厳正して Fらし
場1I包の襲19'l 非ち函に巾之いん怖のスり、フ
ト忌同い衣 1135γ仁川m工γ1.の転換吃ユスヘ。ア
ト/レをえごす。よ内と(!L1B.f CFWH門)/Bf手
1.3%，3!j盗殺l<l=f' =守8m川で 1.3X ¥ 0-4 2:" 
あち。手 Rスリヲ卜¥t4Wl悦7."，;rLlBf /B!' 
今乙.870ノi!過差，;rf == '1 1m側~' 3. 3 X 1 0-4 Z" 
Jらわ。

-;f4困1J:"スりヮト1'J74WtW¥.."Zイ尋1ミ144Ce.-
t44Pr の~-停の Fenn i. -PLot をヨこす。
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1 A 10 酸素の肴電』私子方矧サイL介祈にふける 18Fりイtj和雄

ぽ符)0妻子山守 iL}M， F()í~. i kJ mロ梅夫
く且角J jl至高絶度生属、千導体中の政去ヲ長こ量l正、拡射吃j介ポ↑り~ 7とぎ重
要手応喝の{何ピ考え b点、主ピ L1荷重雄主子保母tl二よる '60eHe.ノp)I%{" "I止は
160 (clノpn)J8F反肉色局、)1お、乙手dフ坑τ、jる。しれ L、組本までlニ少針t水え
マトリック λ ク栓薮 lエナ荻lニ反j，t{t"1. ける。そ tltl工，広どた I!JF 在化学~藤 L 1.
lj J{( 1.ど ll~ 手tJ場企成多 1) り l二、とのタ脅垂法仰す拓ボJ子fLLl 、Jjき þJク ι思4フíIt
る"tT胤;t}/tlt、経ぞのマ卜グ γjクλの、本待法ι'3'FりイU学タ離法U実討?る乙
ビl二よク、様々 ラ3L絶反A知広中タ員免末ク有宅投手事t射化功労:広りてユユア/レ認定
作業生J現拍 Lfz-o (ぱP'IJほ=/ /0 I'Ylノ戸ち fldr) 
ど寸法J 'I?Fの損失の干されぷ忍く、 ，j!i体主令&熔痕ナヘマトリッアλ茎:本絹
させる ;2..J夕、つ主、の話法主調ぺ/主。手あ、、非体/1-F -<1)形1、、之山/0M JtttJ-t加え
T色、¥}1主。 (1)ア/l)Jリ性、来事とへり熔併、 。)感封糸iこち、Itる政体得=(告をえL法
的手/工、非角主的 jニ政ィι剥戸長仮させる)、 (3)執針表盃か 3/1 気体乏有~!t主せ
まけよク 4、け }JU!;lJ_位気化学的熔得、広o4年5坑片弟決中クアヅヲ宗ク身赴l之/1.、
(1)地S/行ビ L1φ 蒸留、じ2) 超々手イL学形 l:'.. L'( タ焔成、 μ) j; 7A~ 1ij 、J
る放射仏学的特催、等 lニフ¥)1.検討 L走。こJ{t妻子のぷi~あわζj立、/1<--を .3He.-て官射
L "(録更吃L1<- ItYFでその持ちの紅重トレーサーとLi.碍c)β場企dめる。アァ去
の弱体回伝手今刻えiこl止、.3:)!__ L 14生々の渦定法乏め茨従討ltoJ実際クか祈判
手十の放射イじlこぱ、産局りすイクロトロ Yり .3H6ι、-.?-， (1.5 /"たち 」乙ぺ乙aA)
/こょっ 1照射(止。
乙借泉〕 マ十リツクスり溶併 マトリックスの、渉解 l二 i示、 7~、ク謁去が直(

1. ¥1るとピが失点/2.. じは.)AJ} $i 11. NaOHφ20，-vSO X i藤氏lこ熔角干し、 G乙
lエKOパ-1<1'103ク総震、岸和二落解L、56ノ7己It1<0付夕幸司法第決ι他白星漏
下L1J.. (jくb渉得する。 ωMj-;Fゐ広々ノム It、少量ク厳乏合t¥Cu.$ 0，4-譲与えlニ色
気化学的置換にょう溶解L、折;:ttL 7三伺射差チ刻する"CC)スアンレス舛)0
T，.I正、(;，¥_/ / / Nり鹿角免十1・工の宅圧がβえ、員りd舎がヴぷ'¥3究封、z往生させぷ
ボ 5溶併し、ま A、UJ.ノA;:Iエ、也、のあ、タα50手.)J!~ノゾ03 疹及十で電角f)容併ー
する 0 ;2.\)-(\)のマトリ、/7λ 1;1. ょのけつ川小のす強みよ~{!?:ffできる ζ 考人ム
成る六、 7瓦f!fの少援の試科 l乙/11亘卓也す法 ;d-¥{L河町 、j託、Ja 1-J)¥ ~$ì系十
り政:納付、{~ t...んど、 7iどけれ1.1'¥フJし
空Fのdト離匂二!>7fLβ、溶夜中ク 18pり介離μ瓜、 H2.S;Fよと ιTのZ露首riO'¥'ずフ
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ヒる 2右前でわトつ恥 i三時 t}るペミ方法ビ舟i.3fk.6o Lム L、乙の巷留の広め
かゑ止、 H2.S0仔手芥 /1.Hαβ4的 DA.ス17毒素(IJS"，-， /SOた) (乙 L1名、がれ
ばヰらむ)0 11/; f'1!}/ !zれ等主港特LI<-ピ芝 /1、浪 iこ付弘O々 ピJ己主粉K点'[]~ T. 
7ヅ宗主菜種する之ιtで主ゐぷ、 U つy色んアツ去をすt厳令書色してかる茎;笹にむ
けた‘方が、族五時1tj手的iニザ従i梓/2.iJ.り特産干谷記乙ピボ考リ。手点、ゲjレ試のクイ
践でゲjレマニウ久践が梶本するピ、アヅ煮の頓弘、長度が /1忍r]./<.."小 ι 丞る。~/
f Ge主鬼無したアル舟，)、仕港前玄、アエノーjレアタレイ y1i_jJa九、成政i之ょう
p札?桂事l;j_て守和し、つぎi二料、集色ピ&る 1で乞12(/IIQ3)2主主口仁(、生ゼた
え属仁左手刻する乙どによリマト，}ツク入も素 E除去する森作ボよれつえoi釆-1
のアッ太r;f..、Ptfιの抹段旦L-(各扇 i二条め3れる。えの私の之トリヅク λiこえ
りい r;t 、 i弘司~Iこ!唱。心的Rれ Fトi 納 3 とし、 úaF3 lこLスi点政指執し;2.乙
ιボ多 OD
PbFa t La13 ~ HaO令 i乙知弘、 y主義弘をえヒなが》アッ李f¥!:丞篭ちると¥
一般{ヱ /0介同で 80%J孔よ領国士せ_5.i{'L j.乞oA在J_("，放射1G介祈 iこおリ司、
積;:tjL /::.. /?Fは PTFCto) 1'0字形ιL1祇射能芝刈え鉄棋f体自依キをえめ1、)/<ζ
之ピボ争、んしかし、 18FヤLーす一表般の結泉、義、定tこ沈成ミせるビ PT0追えを
令む PbFα~'{ .ZÞf詞し、有 rf) 7えの、舟ポ{最終結呆乙 L 1離去令査を /dJb余り温タ
摂値 L犬、)!zξ乙ヒ抗争、j乙とがわわった。そ乙ず、積弘司えを B乙託会id/!l乙の 7セ
トン準決は ~J SOrv jCOmt) /乙導、円、 rl.zN骨骨NH.z'出SiFoの協の7L
殿乞ずる方記長主考宋しス、よ¥)結果を待作。担俗図依存予測えi乙/1、より沈殺を

威主舎をよ 1<0パヲエタ J-)レ落、惑しi乙溶許し、昨首長で中和して、アツ来笠通乏時 ¥J 
も /";0.(パ03)3採羊保永i二よる滴え以{;7ピる信頼でをるととれわれった。
lJ>pの名度精製 上託伊方うえ l乙より、 7乙¥J弐，)の主義令、 /d'F/j S(J髭ヰ上の回
牧秀で高札良12特，->祝えれ， l/Z 11.得与点るビ主義測で乏る。 Lれしマトリヅア
ス自身か長寄与を、i生の 121(fJs/ S乙等)派生ずる乙芝 11.、生51之織犠左希えて毛、く
ぺをで有る。乙の1z_j}) I之 1 :1. 、議穏で笥~!è H2 S l' f6 ~ ~一度 1/レ沖 J) 性 k二し、持政で
中和 Lリ¥会、八1jJ.2.C 0，3ヲカラ《亙えど、 Liu也のエタ J-J~ 洛持'(12加え司、
じíF勺う主総均刊誌j:__~-効立乙乙語、州立。
4ト折のf 伺 Gι の.JHe照射l"I&.-ヒ去り R工水生ずる縦、 6e.を介折 Ls_ιを
はAJ.2C03カラ iヘ;tAl ¥)なく六も "18Fは満足主教i良ヒ函i法寺1"， Bε九z/d/nι
F/江orosi!icatι勺、湖fl!!.L 1符btf1声。乙;{(rt.、マトリ γク入1萱併の塩足し
て、沈殿除去1るιミ¥ヒ素等五局埼に除治¥れんえめι思トわれも。引をよゲ去で作
犠し先ヰ導体ゲjし之ニウムの競走令量iまsaC'-J /Su ppbてあっメが、乙の笹11}1司
じ方法で作殺し J吋若手体ケイ去の 00 以下である。鯵末ク長畳で再三{手、 /~/C
?Pbの嵩令献3争W.
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1 A工1 I1fi (礼) o) lOf1氏ぬを利用すゐ脅中のア γ案の骨折

or村使1尼(立政大‘原珂) )太田庄一(静主丈‘戎)

骨ヤの'1'1表ηfト1所i志病理f学的 iこ興味ポ布ゐの7tな句ず，ィι厄骨の'*4~推定の
t脅か~ :t J昇宮崎ら問題 J考1d"従来r放射dι分析τ?ブγ華を定量する場合 I 1仁故
原Lたわ呑叶 l主祥智粒子に忘る技反応声手'1閉ざれ J芋減期 I， 0斤の 18'fi左手久雄，
計較し'乙、71:: 0 

孫子j1十件手イフヅ宗左屯をする lニ広叩(九Jγ)2Dfi反応，-c.生威す五半減'
知 I1，えげの >.011語、ら旅向される I6 7... 7 K.ι;v r'線を計数す香弘事ポ均九本
計 f この枝氏たの 1新面緒l本7，3楓 b-z'均九
{史牧]

1 頭駅 l~iLM.犬季、原号育局のT f\ I 奇 A-It型}良二子1"d)回転宮司、枠制ijl¥仏 1
(襲名十世号未:S八 I0 "気/乙m.:2..伊)ど("付行な、川県射殺 J_S"管制
千0平Y主.:C{e (Li )核出客(高刻緋積 ;s-6 cc J ず符佐: 1332 Kev <-"2，IKeV) 
ピ苛eos製与o0 oナャ Y亦 1レ?氏;fJ介祈忌イずYて線ぇぺ 1I、lレ左規'1えした。ピ
ーク左中ぺ!こ持 7チアジ本 lレC!J(巳v/ナγyネlりの計訴のポロをポ砂 1 たの前
後よナヤ Y 序 lレか~ ;;ピめた 1ぐり/クtずンド左差 Lヲ!、7川仁 μμli1l¥-e左t，乙
ま「政苧を言「竿lた。

~. c九 (03桁木1:'C氏 Fみを?制。し 1 。‘oI I 0.1 I 1ち10 CC4.. ffムを宥も椋2千
三式粋を作liXl I約o.S-'}デつを、母、前 L，核軍旗左京ゆえ a
3. o. 11うの Nli..l.C 03析木をすドミウムイ/包んだ、場イきと才fとの場右につを/検討
しJ V N fA.. l ~ ， d-) :2.0 F艮たの材ずま被字r! 1ヒ。
L結果J
1. 0、ο1 ，....，_" I t>/o C，，- fi;z..九仇 coけ範囲ど積雪線広;i~:来性ま有する 0

!1. 。、 2.}<I..I言実例をイ支えば ，5"0 rp札程度のブ γ 案も 4~成核的 l二た置でι る。
3. ;K<' ，}ヱヤレンのを(，こす究祈を入札fl-HtfL ，えのまま測定L---Lもit:リ工チレシ
jtIJのずヲシ7広全く無覗メ、きる。
今. {I/"，-2. (03 t jドミヴ hτ吻んだ時的課の靖/;;-~ I~ピんど '!!i い1 比例f能
の引が観5ßI\ ミ覗た。 Ir の h ハ(孔 p 川反応ず生成す~ 20 rのtJtiitl;h
同じ釆イ宇ず '7‘l門の向、伊生点する 20f1の向T能I=-学い e
b.上記のす有害左全f?f，、の人帯言内計ぞ補正する l乙l主1 け似の I? '3'. b ん γ
めピ-1にフ芝問一点て 7トlレ上すらえのすf説考を末、むる。この，各呆 XJ前zえ千
の N~ λ COJ 吉相τ、‘イ寺らホた叩の 162 '7 KeV三 :2.IfA仏の I1 3 1， t Keずのピー
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?萌積t上を吊 u仇が 1 ハ刀の ;M定4、ナト 1) ウムの妨ず jぐ絹1]1乙ぜ主~ " 
b.人骨7拭帯ドlιフγ李乙同埼!こ y カlレタヴム J ナトリウ'-， I 移手，I アlレミニー
ウ内 I ，，'ナゾン F ヲ勺案 l マンす、 γ 色ゼホ定重ど主~ 0 

7 .同 f 骨耕作ニフき 6回総ι1.- I介祈 i た話泉， I霞ìf物差 I~ $. d' dloイあ y た.
~.ま負椎4免紙特i帯帝Át~ 之須の骨を骨折 1 1ニ結先Id=-~大手入の i通りず志る。

言責耕脅?号 支号
(~) 

0.2.074 
0.1-2 ~3 

0.2321 

D，I'6S""b 
0.6'1-04-
0，3635" 

oユHO
O.OQq.3 
0.3"66 I 
0.1 o6b 
0.1守'1-0

2
3
f
5
6
7
3
Q
1
M
川

12. O.~..sO 0 

討J"，1 O，}6'fO 

stJ.ユ o‘33'1-h
$f，ι3 0，333斗
℃臥ω3 0、民tt
NfAl， C03 (;株)0， ，1 
WtA.;1. COJ ((は.) 0，' I 

企計薮Chuo{)

B守(ユ1)

I b I (6り
) ? J. (3D) 
} 7 I.. (/7ノ
チs-0 (56) 
11 s (υ) 
s I [1s) 
11 (よ)
7 I U~) 
30 (1) 
~O [Io) 
守s(ls) 
チ6(1 ~) 
l守之 (32.)
守0'+('f6) 
s S (30) 
♀2，) (70) 

I gg (1+) 

L{vεTi'll¥e 
urJr) 

1 J， 8' ~ 

12. ? t 
11. 18 
I 1. ? S 
I !).)S' 

I 'I-，'f)._ 

I q.. 70 
1'f.gS 

13‘7守
IS.1チ

， 1，83 
11-，68' 

I '1. Iチ
I 6， 7~ 
13，50 

13、31
1λ71 
I S， 1'1 

出
仰

の
Uっ，h.，，
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)

広
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d
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u
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J
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J
1
/
1
ノ
ー
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ー
/
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/
】
/
)
，
】
ノ
1
/
1
ノ、
JJJ

K
Wソ
C
O
I
n
-
3
l
ーり

1
3
Z
3
3
1
E
8
8
「

。一6
E
g
a
t
-
-
'
I
1
》

j
Z
4
6
H
T
f
4
4
'
J

七じ

/
f
F
h
f
k
f
k
r
t
f
L
/
t
i
l
-
L
f
L
f
t・
7
1
1
I
L
J
L
/し
/
L
i
t

a
H
I
A
r
d
-

計
州

0
8
6
7
D
l
Z
7
3
7
4
3
1
7
4
I
A
!
?
3
l
7

枚
引

Z
4
4
5
z
?
μ
1
6
6，
7
0
0
Z
I
b
?
W
S
M
S

山
内

(
3
Z
J
o
g
-
b
4
f
i
l
l
-
之

3

2

U

M

l

令宥愛
(rf1>l ~) 
5 I 0 

I I 30 
p-cf 0 
13 3D 

I 030 

6 20 

3S0 

370 

32D手ヰコ9

SI ()る#:

670モ*='=)
(jl，3) 
0-13.3 ) 
(刀33)字組

J 080 

[考案]
本誌.-L/言者祈の4ト祈l乙宰する時間l弘約 11:か lこ渇ぎず，多数試料をザポfL t~ け水
ぽヰち存、).¥:.う志間屈の喝/r.l-/二持 lこ高利ぜある。拡拘キ嘉后等の体或広告宇域新 i二

通用-ttる可能性もある。病変詳の帯 1ニIt.l也の正常者?ザ I::"_件 LI制21rのアッ素
が信まれる ιうな結呆もイ号われたが 1 結論を向す l二 l主今後ざり lこφ1fr例左噌守す
孔宰がある主う 1二足rf)れる。
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1 A 12 動純度材料中の超微量成分の扱劇的対(第1穀)
かラズおよびガヲズ原料の I線ズイクトロメトリー

電l露公社茨威遁研工藤刻童松俊男 0)]怖鐙ニ破広

旦盟; 近卒、材料のあ紺じピ相よって、ごれら対料中)~含まれる超微脅威17
の定量ぶ強く菅Zれてし7る。例え IJ'、通信材料どして注自才れて¥.1)る7t.挙げラズ
繊維ていlet.超微雪の毒秒金属元素の存在によって、その持コ注駅、大ぎく影響ごれる。
放射イじ介肪去路、このぶつな超微量成分の定霊法として優れておリ、どリわlt

Y線えぐケトロメトリーを用ける非威主豪放射~~分対法て"1立、定量場íF }J~'f簡単て.'今
〈のえ索を同時に史君でさ勺長所を有している。本報て‘|立、ガラスおJぴガヲス
原料中の遷移金属元素(門ハ， CI.{，CO，CγJ下e)の?線Iズペフトロメトリーに鑓し
、捜釘した結来を認べ否。
実験方法おJび猿重
盤強直; 短半旗溺核穫CS6!1n，T)i= 2.53 h 14Cu， ~= /2.8 h )を定量する場令1:1在、
JRR.2 ( f=4'¥.ワメ10勺年依)て.'20min照射レ、長約醐核穫(6to，1}2:: 5. 3 j 59Fe) T~=4).ld 
o'Cy. TJ2= 27.8'd )につ ¥.1てlet2QOhr照射した "jた、定量元素の既知震を標準ま桝と
して介祈託料と詞ーのポリエ今レン、 SたlJ'石英管JC封入した。
生霊: ð~象ズイケトロメトリー Id 、白(U)半教本検出存-40Q6ch波高分桁
務室、 3¥1Y No.I (TQ) -1安出~:..800ch;)jあ身材猿雲てjまなν1、急務初、ら挨おされた各
j純の伐ピーヶ面責ζ標準鍬十のそれどのよと較にJJ)杭索の綴を決定した。
力前ラズおJひ・ガヲズ原斜; ガ‘ラズどして l在、超高純度繍師~ねび NBS
O)1ff3-1カ.¥1ヲス(微量点i分浪度0.02 ? 1，50押m)を凌粛した o J た、ガ.ラス尋~J4 ピレ
てIJ、S-LOQ，CαC03 ，Na2C03 ， MqO ， /'19504き{制した，
試料の溶解おJ ぴ定量核穫の Y線工ネ)~ギー・
中ノj生与謝イ乙した制15¥繊て'精し、ポ1);長i超級川和キnl-

元素ニ/に入才Lt線ズイクト Jレき剥足した。 S.t02おJU"
NBSガラスは、硫ー 7般によって溶解レ、ー定費裁
Zえし. L~手スペクトルけi定した。力"ラスお J ぴザ
タスイ京材中のj芝f9笠局元素、の定量lj'、安1)て示した
校穫、 f語家工宗 J'L-:可ぺごもとづま行とfフた。
結果および芳家

門nCu Co Cy Fe 
報種 56門n“LU “(0 5'Cr 尚昆
制tfll2.認hli.8h 5.3y 12 7.~~ 

|寝間前 511院2114!?叫
t--2にId、が弓ズおJがガヲスjt，刻中の門門，Cu" CO) Cr，''Feのた撃対茶を、自-1
に)J、力"ラズおJ'(J方'ラズ原利のf務スペクト)!.-の 1J9~ を示す。表2 lJ¥ .0‘疹紘
石英ばガヲズb)争iくくらべて不純勿の f腕力\'~~め 1 ，j~\，)こどぶれ君、ゐ。こ 0 こ ζ
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、は、港融后英ビガ1ヲスの究m吸収楊失 ωU~
の差を者杓している4つlご見われる。 加

ぷた、 Mn，Cu， (0， Cr， F量以外の元素 司

どして、づきいの充実ヵ\"~貧血ごれた。す
なわち、溶融石英でla、Aq('ωmAq，%ヲ制 100 
h(吋「及τ，qh，m升，~~開:4-d ) '~i親寿子され
た。力"ヲズ原紛の場合、 MqOてIJ、Aq， ご

Sc(ちC，~=33. 9d)J ]r(d'2Br，私zlfd)3MO 加了
(9fMo， T}I'" 66h)ヲ Sb(

122
Sb，Tw 2.7d ) ) Ta 

(句}7レ//タd)n;、119504"C'!才、 Au('吻u
及~2 ワ'd) h，A安広どれた。
的0中の(0の定震におし1て、 No.H甘)
800chpHAを使用した場合lてjJ"、 ω'(0の 500 I側 l蜘 E'rC嗣

1/政 /332f(eV (J) t線}J，'~-ピークとし Ill-I 力仏うス t庁うえ原料川線以クトiレ
て:t~われたのに対し 印VJψQ6ch州知万、7λカヲ鴻新紳中軌の飽微齢納儲号働伽官P伊附附附m刊) 
J;印;科記;苦:此;2:?:7計3f121深l
ごれた o 糊 No11o.0021<0.01 1<0叫0.03I < 0.4 
4ぷ22???t'S;;;;hi糊;1。川。ω1<川 0.02出
かめられた。 ICaC0310.0刈-!02210232日i
奈川、 NBSガ河村白及の定I~_.~-w I ~M~ I "M  I ~.:~ I =.::~ I

… 

量結果てあリ i.J)づれも認定M71i540210叫 0.20I 0.063也生じ
政い致した。 INal03I < 180 i (0.5Q%1 0.518:0ιi-! 
ト!何鵠U34伝説;220IIQ，81-' Iω7Jf二守
成分の定委ゑどして幕泊てあるこど1:;¥"川9504I 2.3 I - I 0.0521 - I -
示された Q

3容品虫石手~Nol
副5'
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1 A 13 高]徒良栽粁中の超微量病.JJ'の荻射Jヒ介新 (事ユ抜〉
サプストイ苛オメト1)ィぷよ b楓マシグン73jTjレトの定量

電電ζ社茨城重病工藤京J，ちを私峻男， )卜芥徒ニ

豆血
最重[，えき下用ゲラス緯ほか、郵き用材料tLて窪田2Hて3ているο 二の場企:

紋量η不給物β〈そη尤巻狩Aまl乙犬尽く彩零すむと J わかゆ~Jtt~微量ぬかのイト
対。く強く笠ふれtL )令。主主弟/これらの秋料中tこ令まれ4vAト紋量不殺身初動要は薮
¥0 ppb以下であD.L T~ ドゥて/マトリッ 7 スの橡雑:rt託粁 r、ほ「線失吋7 トロ
メトリによ-bJF~Ø裏放射Jヒか祈でvJ:定量が困難ザ場令θ 勿し) 0 本較でvJ，持t二率
笠のF全いト合1，Cu， ~の 3 尤柔d予定量をすプスト~ 1"1メトりう〈不足当量乏〉ー
放射たおダnこより行1ずっ fこ。
主本
川1，cuのえL量(，"J既報の温3tJトフフェニyレ7Jレソニウムみ」ぴ三ナヅンの与え
当量3幻こよゥ Tこ。(ム但)のえj色こ~J 1 -ニトロソー2-rアトー lレを 19ヨいド。 本試
薬での不足並量立の是量制守主殺討し I油企卒のpti1設各j佳袈応時間7油広時)司
夫&lJ_才ンの如来ぽピドケ武Ef惹/夏.25メ¥c1>M， pH6.')_ (5ピpH三q_o) ， ~自広崎町
3かを定めに。まF ， 0.01ト11自右酸ナトリワムZマスキンプ刻ヒして用いるよヒ
1':'ょっ‘其jろえ系のお客主語、視すb 二土がで ~rこ。
恨みよ(jJt脅さ果 表i試料中の不給物のえ量結果
訣粁および綾準認粋iJRR-2C会=γ (単位:TPb) 
メld3FbyrfntL)yゴRRF3(fz-3X13nか(.p_ι)
で之介~2qo 時間反射し r それぞれtlrJLの
刻l司だ却レにのわノ立体主加えy イト鮮務当下

3i(kσ刊)
~ (iJ必)

eamCJM) 

トb瓜G門
ガヲスA

1， B 

ト1'1'¥
lQ，5士0.3

2弔4土04

2Q$i04-
司コ旬、i

16q 

127:t4 

l~1rt ぃ，試料 k標準読料っき加t S:J;t較
する乙ヒドょっそれぞれのえ豪の乏:重をレ
T ~.え受諾栗をゑ↑ぷp え量符J長の角J1棋
の汐J~表2vこ示し F。ゑJJ'り柄り炉rtょう
b ご F 非J私:務委の長v\銭釆;tJ~件りれてし)弘 τ車位: ppm) 
まr-:..，吋BS，t厚手jV'I;.フスで、の諸井とはI N B 
3 d)誕幻fl~ ょく一致してJ，うり，ふ:!の;言

NBS61ちト，q主0.05
( j、4'1)

翠仙川ホされ「ζ。 NBS617 O.60~ま0.00;.
向 (u.65)

↑dZLト江ソ-2 -rフトつレいよむ、

34-

Cu Co 
175主2 63 

6，810‘05 3.2士ωfj

224土3 17q主4
457土4 552::!:8 
一 12司
134主斗 Il6 

134主Q03。76工004
(1.3410倍)(0.‘71土0，05)

0.60主:om
。叫 l

(低5士Gω



らのIk又当量ゑでの油j:~こ
関レノ F蛾古りす締?を行tl

1) 刑事色囲 向、ck_Q bの
悲劇古本建論tこ免えb均二え
鍾量拍車の可能ず桝領w'Cvl
0)王むより算企 <::"~Ð。対立
の実駿剥柱内入し計算レ
TこじらpH領域としピノ助手

表2 1もの中のふの君1匠結果
A A:>f Content 

(mCl) ccpYli) (印問) くlO'<3)
1-1 83.32 2'870 60.0 0，04/1ケ
2-1 I加料 3gQO ク 0.0673 

3-1 75.63 f 25∞ 5守、8 。ο1435
3-2 1- 3D63 61、! 00533 
4-1 102.61 .. 2334. 51.<6 。‘凶D6
14-2 ~ 3312 61.1 。0564

ConcentrQtion 
(TPYl1) 
0，563 

0.560 
0.571 

0.520 
。、537
。、550

pH三Q，6の1!5'_ j専i:::.これは実攻いよ {:)i孟問主 rli壬q.oと」くー荻すゐUのごめ?に。
pH付句(待)ー尚(印-初:すい一旬(0.001Cttt¥) ~ (1) 
作 pK州市 tHA 十 ~(併) J 

三)陥元素の初来共為元ゑのあり来vJGの肱lこ対しCWJ議以-?<:~視す b。
そこ("J:，.教!，::_J司D':1I叶ご、許コれ得?YGj勘主主(?)式」つ算主二しに。
島盆-~)(I 十白ω t:cBI]2) [H.AJ日仏~ ~ 100 (2) 
瓜~kJ -~明) (1寸恥[s J3) tけ〕日 {ω

ヨス苓シプネ)ρぬ存しむし).I，併J1])]:::0， Kω冊ユ11、04，..氏岬ニlトマの主主ょっ、ら
の現体重l∞f-~Æ.加えに場念む ~J G人I，fj〆許コれb最大7膨れ了i~.。、o\MJ防隊
アトリウムZ マス干>7、制と L て周え 1こ易かV~は I ~(1)'_;，~ -' fic. : ?_ i ，j~:)，-~こ 5. /1と
T初、和助Cω腕!~~1~~ ，~ ，r~~ 。これりのき間j盈pすでしこ府守し fこ英検
往包良くー致する。 2 し f この~t: ~J ，用し Jr:訴新咋のC呼:tJ妻ぶ1~pl)v\. 以下Cあ
らこり、り， G人lこよさ妨害pく財更Cね λ 旬、刊のぞめつ/しfがってJ に
の失あえ芽、の~事ぜま、視し涛b ふと Z走諒する。、
刃 j也のマスキンケ手!の~~ て之ス寺シク1H1:レ C ，習字滋7ンも ::'-'J ム (~.2c. ~Iの
件ム:=.3，20) 7ケ工ン鹿表彰'(恥ニ4必?自白==-3沼〉を用c，Jiこ.3ftν殺す3れ【い弘
前若亡、凶夫烏す6:>Utの許2)孔b最スをはやμjとjちえうれむ01矢野手の湯かlこIJノ
ク γ 代t 口九、研腕れ j併用しれ)令。 -:)Jノケヱン駿境内城山茂/~t.:Ctl~
マスケ t.)~.v~Coωι.t)Jまえが掌塩を ff~痢すむ。このニ ιω7ドJ藤友む長えil，
cøω行ンρ:試来ヒ守JtザG但I)~二総ヒコれむ遺症と、政jヒFご.~奪三-rL 守しート生
前三戸\すりの府)司芝キすみニヒを;色、砕す iV o 失謀長j 前jを k岳遇政3tオく柔レ ~J つ駿
1t_~3ムr&7 て CJ ~P~I ワ工ン面安雄主そ、uJ 3Q亦¥以上乞争していb。
以上九諸寒J\ り，う自泊庫支がマス当ン 7淵ヒして長唱すぐれてし)~仁い之弘
主題え
1)匂LR.A， DiP¥OmJ. TheSìS，らa人|り~ Tec..}J niCOciω札Nu.deUr"PhsrS， Pr~3Lle ，CI%刃
2)Rんhhdl2O.rni，e.c.HQld.ox， l<o.d.ìockm烏ぷo~MI. Leite_(S . 1上 23ワ(19ワヱJ
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1 A 1斗 マウス主体話料中の微量元素め放射fιφ祈

新潟大宮 中原弘道 Of二藤袴 ァト林高

菅野活

安保材料中ηf投与雲完索£妓折れとfr杵l二よ V定量ずる襟!こ 2チ仇ノ8'2.f}r z:政安す J~ 
零占rある。=酸化マシゲ〆(門:00)l~ 0、1M HN03政ぱで¥杓?Oの元素を虐雪fibr-鞍著
する二とかV炉~K-Lてあ、?の y 苛{cc ， 1r2f3r について I-J:i:"ζ 報巷 Lな L'o I1POが l佼毒し恋
レI&} Zn~ I立政化物として:;rt居えでてろことロよ !J， Nð<..， 13r がタぷ子宮古でを~ 0 ミ，れ
ら伺うn志z:#JLId-t否ことによって 1 マウス生体拭料中の 13元素 η之宮乏行(f:フ芦
のてい乙 tれE章氏害す及。

実語表青玉虫

材料;伺七、奈件て、、街脅 L-Eマウス 2吾のろぢ F メラノーマ癌 ε極土庁げたるの
(マウヌ丁)，健免li:之ウス(之ヴス T) とすみ。(表 1，Z宗明電〉

，~~事す:念試料 (20 ~ 4-0 '7r習〉左京犬房、手)1-"(>"泉主主管FE兵t，/({) C;. lK Ji菅jiAj7r
20~ln 中 'l全子 P!!.前 L 声。 安定/ゑ走う年玉才的(:::D差。みよムJtt-て試料と千キ l士宮島ま L(_ 
p素lF44Fヰz銅製し走。
Wl兵t:Bf: 'Pn-握知材料!ま :3n寺自治荷7) Hy-堅泉f試科ば 2切断;ftpLだのち/猿
HNUJ写.d.I 30% H:z.O;乙でタ僻 L ，おJ 在、やかに芸実子乾国 L て引N03~ とぽ"(__， O.O~ 1'1 
HN03 (Ql)flf (私ー試料{ま0・1MHNO;) I れDOC> {OO戸、yシュ〉切""tJを加え，j¥'、'y チほどよ
リ{頃5事場ち，600乙，1時自放置しだ o 門MDO丑:ブ戸E取兄/51 &，詑主に摺体 (C乙“♂』

巧め、広てσメ戸f巴" 10 a.t-IωO明刊匂1ヲ3勾{係家平持寄堀1体本壬仰えた?後女， アンモニペ77にで、lキ7;40， 厄Sま i壷L"てο($，
b化3の;'{:_殿2作，)/1 ~'J L-1と。
道，]記:MDO主、よぴ諦L1t物到底説、料ぎ匂ε(Li)雅也嘉(24-(乙 -407bCt)変動タ什器7

l'icι-i]-Oo c.h_ '(鈎タ材運)てい γ税制定を仔なった。

作家 ι考紫 切 tιz

阪城耕 lま接尉後 7"-16 fi;宇嗣後fニJ副主乙.MDO-~室料 lま引先/ヂ'2K' 171" f@屋く F 政佐均材料
lまが陥 16φ〈々か、主℃、あった。 Hy戸枝料み~ 1ま MDO史晶表二重として y?4伺As，q句ち平4ゐ， F勺むe，ア担'311噸9 
も，f%J6ω口b凸r汀匂定6ムνIの噌可句2ιI吋6VJfyρ岬主滋#丸5
n匂判句 φtヰ模実宏、さ t胤止れtε 。ZASP7守'10，r;FtC.々， dF耐Z句 1j: 2~3 臼 F モの危勺え素{ま L08以上盆

ちのちの字、 J タ~~た誓 L かイ5， 110 ， S"e 1師走危身中{::::企〈宇く t1ÞO 位支:~口被毒
き.K， (M， l伏(工号立美1~ th.庄がった" MOo!:: &;主化均の双方 1:::' ~i.討をれ左物質， 6ê与の
HOOA初段語字広義2のよラどなリ y 丈空宇佐、5つぞかあ;)，$+現性グヒ{J."l U m 
で.， I 定審f直kι てはご&-t~内;ftzを伺 ιf 定。ゆ p 花 ， Cr (主持ι必内守主料 Z‘、(士乞企 Iこ
唯争し之1I存合101 ち刀 H~I 伊~~，宥のFè，企 l夜の φr" (よ疏/t-tfjt (三毛あってすiJs
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札差iであっ左。尺olr音色考i戸i境や fご井、 7 ~君事疋bε ;t_11よ主(之( Iな【 fめて、、 l泣義 ιた Rbの
イ息を奔す p

t'ii主lzJ)， ，1て呼̂ムrF28YII RF とんど、、明記晶表 ~~f るご ι 丘 <dr ，A7主安門ー討をのをt
t)て;存在 lユ材誓 fiれで、会 I1えi c::手作雪村伏見f Aがつけて走脅かM 可住吉町
わっんゆo(=-I;j:ヌPCPO~っか執着するので、， 長の争l勤武筋線化川ノグ史グ11fJ~戸
tf妨宅王争こけτ絹夜Jrf営τしてLiる。
決-1 竹析結果

骨折元来 :令部時間 脳 昨雇安 腎語i 血 3受 二つれ 毛 メうI-y
芳lじを了将CkeV) の離活 Cppfl'¥) Cppwt) CTP附) ぐ'-PP~) Cp-pl11) (ppWt) cppm) 
MV1 ワ戸16れ i 0.0ワ8 0.33 0.26 0.0015 0.21 0.061 0.030 
84ワ (S6MVl) 音b竹口反省 c 0.06ら 0.44 0.30 0.002Q 0.11 0.16 
Fe 10-1 らd 丁 50 3ちO 160 6ちO ワl ワ4 52 
! Oqq C5I(Fe) MDO!!&醤 C 46 380 8ワO 63 91 
亡。 10-1ちd T 0.011 O.OQO 0.0ワ2 ~O O.Olq 0.0ち6 0.018 
1 173 (60(0) 部サE良普 C 0.020 0.0ワ2 一 へO 0.0円。 0.2ワ
Cu 2.ちd 寸 1.2 1.3 1.0 0.4ら 0.4 3.3 0.20 
511，134o(そu) 抗fヒ物 C o.q 1.4 0.16 O.ワ 3.6 

Zn 2.ちd T ら6 1 1 1 ワ2 21 q6 480 35 
438(6(/払)111月(6IiZt1)抗化物 C 63 102 18 |ら4 480 

Se (0ι!ちd T -0 0.3ち 0.1ち 0.26 0.48 0.61 0.28 
26ち (ワ与三e) MDOJJ長重 C -0 0.lJ8 0.2ち 0.4ち 0.60 

As 2月d T 0.01ワ 0.03Q 0.0ワワ 戸。 ~O 0.36 へ。

5ちq(ワ6Aτ) MDO酸菌 C へ。 0.060 ~O 0.021 0ちち

( Rb) 10~l l7 d T 1.3 3.8 O.ち6 o.qワ 3.3 1.4 2.4 
10ワワ (sORω MDOn&首仁 1. 1 3ち 一O 3.0 I.q 
Mo 3d T "-0 3.8 3.6 へO -0 へO ん。

140 C9QMo) MDOn&昔 仁 ~O 9.4 九。 ち.2 んO

Hg 10-ll)d T ~O 0.0078 0.033 O.OOQ2 0.020 0.11 0.014 
2ワq(20可tifi2 MDOU~首 C ~O -0 0.011 0.028 0.1 q 

表-2 MDOハの日及醤孝 (% ) 

脳 cl肝藤
MV¥ 1 20.7 31.61 26.8 28.Q 
Co 1 (100) 34.1 1 41.0 2Q.7 
文献

腎議|血 衣| ごうすし| 毛 |灼/ーマ

r) C. Biglio亡Cα ，et.αl 

31.3 24.21(100) 36.1176.5 38.8166.5 3Q.81 30.6 
7.8 - I一一 140.328.SI (0) 9.81 26.Q 

AYlo.l， C Vte似・ l 辺 (13)1634く!q6ワ)
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1 A 15 臭素の#威主主放釣イピ-1J'#'

東主工大 理
宕血 t元@ム守主A 塩川孝信

(話言〕

bイビ合物1弘、農薬/萩忠剥y 底究等 l亡広〈相り 8ボ1.j;'り、中にldmめマ毒
性の5室、フイピイ宝物品tあ争。 l立虫干、 ニオl5Bt-イピ合物の主棋に品九る動響fJ\'向~'L さえL
フフ去うゐ g 生件言者約十の Bトの定量治法t.L 1. It， 牛性守厳知イピの析(sIB..(礼a")8"B伊
良55，QS'l Mt'il f) lf線主的向 )s広ぇ<<]なわれ¥..1)るt/.生殺試制キ ¥:::'ltグ量の仇
Ct，ム)fte~ 電信号) 'f '*-5 d'らのぷ抑制特l亡吋ぇ)J.St)皆、え、 ~f収域史量 1本
t，ず呂、しり。
一右、光量与改免ヲイヒ1)析では生株主託料中の~ ') Q ~各社 Sの放射能也寸九リ少

T"J. くする三t.~すてき、 11"，の定量キ財生 1 してす抑制、うの 3'7 Ke.v f総主 1明¥)，.j'll-;t'、社
成壊!主量の可能t¥臼r疹る。
葉岩.5I~ ， この可能1¥主主枝討する tめに、生品試斜工系旦放の類似Lた‘ 3与水平
めBトセキ成壊!ζ量するこ Zを試号、良持'fj.!r-在来をイ寺在ので教をする。
[突隊〕
l、試料ι't."~~知;腎術試料\~， 白ヌト枠、手均水)来3Eラ者米(宮主張県.イム宮市、 3i1
沼地区)及P、， 51"枝量紙~7\<" (仇a.t NILs"， 'Lの設省JÌ<，;':を浪)であっ、二~!内(<! 8.，. ... 
l軍さえm の央主主的厄英ヒ i し lご玖(~入*'-‘乾燥させた枚、封した毛のである。
照知 11 、常主主 j之、株翌~五帝京旋訟の電ろヲイア、y クて blJzt し k 3oH~V ，竜寺糸主主、
尽さ 3;¥1'1)¥の合金 1 ふ/， - 9ーで初動放射長泉氏支考委し1.(J立つ長。言者約は 1 ン)¥-
q-，(;全ゐの試料才、ー lしダ一向 1亡、ビーム斡1三芳フ 1垂守、て?E鮒Lι 探知晴1判は
3尚南 Zし長 9

2、現~~定 j 照如 L 性厄笑セ 1し I~ ， 2..時，~キ脅し表校. "tのま t 宮仰 13~ ~、 S の 37
KeV ~衷~良 L t， .測定il志、恥(Li)，枝忠嘉(0附Ec社製 :Lc"，>. Xむ同(dJ)之宇dr6cfHA
(東あみ製)である。校生:奉Id:/0μV たりし /00j(.eV て 10010 iJ)枝訟剣キセ示 L

S館員主 l主37KeVのピー?で久吉KeV-(O ] 匹。測定イ立遺体枚忠器去三~ iI~ S 3c.mのi'fe:
陪之し、測定時\~ I本 100秒、再りし 10∞角4lL した。息子動故知線量の絹iEl立、 RR殉教
11781ミ7 1. zi' 5、 2之N止の t7SI1H~ 17 If青森空測定して ~J 存フ在。

〔結果乙元案〕

得 5KL f:諌;B)~ オくの o~キスマクÌ' ，，--，を凪 lに耳、す。 3'7ねVのピーク1立‘半減現
世4 時\~で減衰し 1$0判 B.. 'L 1司定された。 /2μl71IJピー 1 1'~ 'tDBいのト X来年であ
3う。 弘司安是討ι試糾ず1"1 、こ ρ イ~Iミ t チqk-eV 1::.仰 B少のピ-?を示可庁、寺水訴
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科 τ11.、ゐ必併~J.l"高く、ピサ
I~ 更ら水丸、コ . v III 2.亡、 Br(j/校長銀セ
ホす.ゲ77は直緑町、し、十をの
イ~き 11. Iであるこ吃 d、S 10叩トの計叡

キヒ srTC手)之の向 l三 l'd比例府ィ系企あ
る。 この枝量総d'.5‘ 白 J年帯、手方k
&_~'. 求3sラト1く十の B併殺皮担求め匹前
果も夜 II亡庁、す，根芋 3与ええ守の 13←のイ直 i事、 i~ï:右砧 Z 良 1) 一致宅庁、 L ""lりる ρ 表58
5毎 71く午の B...の倍 1志、方少ば、 S フをかある iJ~' 、 I j. I王手当花街であ名人

払の採血P良署)ま緊的試
貯:の童さ川 ~l して
。、IfP1'I以下 L尊也さ氷た
言者料の量セ士重加すること

いよリ、 1安忠阪湾主立会
下lずる::.'t .3" af慌で;hる。

生井試制¥:11 sr 3" 

I ff?ll 1J.リ L/oOft加を 1
爪 t志、 リ、 ヌドd~主!手、 生
株主ヰf\-キの Bトの~量 l三 A、

(
幻
警
が

371<.V 

内
'a

nu 
，a
，，
 

/0' 
/00 200 300かho.n眠り

図 i ， 3呆うB~~71(の『係スマクト iレ

表l Bトの舎7同値
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cl.. 
九Z
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図工

/0-
6 
/O5" /弘主<a))

~吹貴紙

N札告J伝童 品釜高是

日井標準有水 'f- ;;rFM(ddrパ主1)/-07 x/Q-'-ff1Vl 

隊沼寿7K
/.0/ X 1，内h ( b!i ff'"主主1)

?1 
註 l 在イ主催

主主 L 平均 3草木キの Bトイ5_~量

同して 良字予存主Ej至。算1司イすできる。
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1 A 16 
伝吹キ的表、去の殺脅す4ι今村

Jk久史t，づれ像伝む管sgqpyJTL末夫氏主舟L昨
夜末広ーまp"".首長、埼寿to"j、ム経文T 言回尚之け ..I}、サ降げ
;)¥内y与え刊7

6判長~の微4章~'~トぬ波釘 f包ゆ宥fl= ょ S えそ I;~今〈椅みら仇守口令<1) l;T、 L，
~~愛護~茨森下 a厳愛J実、~)ょう系 a 是華や 惨殺射 ft~祈:Dy~方広告争的.=イl~ 君"
事 I~ t ro与す、企良守a呉It".伊1'''J ，，1;-丸山ノ令官，;馬弘丘?J枠耗醇暑 1::I詞羽:のみる
注れわれ§集、著之の血宇i荒最もI q~厳命で守紙す 1と今不可宥 ~~ì五各校勾し J ./若干め l拘
弟~&が、新し、、持 l.Þ\特色小作の持吠可わ
判科の祈メ手提:捧索 l1=通:z iえ~}盈舗の}吃ポ1 ， j.誌ii，をめ Il!掛取娘、Eの錆硬さ
をゑ之之埠弱者較燥を笥みi=-tOと三今川、，害者手t'dさわめ z?，亡す費!こ怠，}" iL持で、J
く榊i除 Lτ 棟、物色羽酬の Fda 倒産J=よる之 j君、川~ Þ~\.} アラ Y シヲ
Jì- ーケヲン域主 bτ いる~\ ~ ~l' J，つ E ・Jt=で，血決。.，5"，， 1 を 1海経 0 ・仇仰の
調j写ポ‘).ï:--'ナレシ穆 1= ど‘p~京線続長、教涼喜子苛ること1':: J.ヲ採取 l~k金 l夜ε控布
告文科てし 1三。
裁対w....のλヲシヲ、、 F ド:i) 6パ t 之 Jω 5'0勾 11M}'f令む均r.浮浪め I() "" 
.5 (> M， ..t.をミク 0 ザハ~'7 アーを i羽¥¥，議尋苅純て泌ゑ，点災後よく華毛糸L巴ミリ
ポアー苅 tレ9-1こJ毒薬 ι春完爆投約乙ですレンA長， )河犀利工手レふ得手"，_z更 7斗
7・ tレの多李主のJ準局 lτ ワ~f:: 0 iり主詑森E手蕗浪モ全有料位決1ニルえ熊蜂l1三。}以8r-
A p.'¥ k B"t与の括39I~ fJ粉ネモh-' をぷ茨 7> ア Eレあるけ 1"1不日エてケレン~Iエ海
釘し手 D iv) co (a.ca.c)3を?ト考レ-'f'1yレンにfヲ♂r:路構 ll三特ネ
{fa_lJ:)各アンアψIO()，~姉崎 J手商ポリ工+レコ~にさらに~勾し" Kリ史員長
，管喝のヲヒ了、7 ~に 5 向 11> ケフめ， 5 刈w~戦時l二 pq) - ，又、dP.例-2 (" I b...-v・
60分 i旬鼻おt.i:::...宇佐善意:..'iJ. -̂Lぇ fO，g侃 jc側主I$ec.Z"ふる。
3虫、I~: (.殺スぺフト Qメハ-l: ~i ひっ動舎に t{}:/ -K U民21ιCC:re[L i)完全止、

ヌ~\1 I () 2. 4ι九政ゐ分担捧Q 、、し、:-J)~久 R 工総イシセヴーの Sσ ccGe (Lt') 
株主井戸ょっ時3tt I械耐えが8r p)~者 r殺を沙|乏し 'G. " 8C4Jt fJrd'¥ )(殺を}盛i
え巧き喝今1:::'I(}:， Si(U)被卓会1=l= ')手~3峰崎冷却特8rのぬ lん守 1< e~ß ぬ?
れ V の r~1..モ I判定 l f~ .. 
恭男L20言リポァ-7-'1 Iν? ー 1::")善哀しポフヱチレ〉再三1::: 華客寄しモ河津十τ、、 I~.? 

ðl)悪事命乙/~，)工今レン3援にφ ‘r z 側主 l í:=乙ニうI~ 元住ア』レ b 、j 涛及， 17ぢト
〉り トルエ斗等ぜi支持し主' 司̂、、作srCi潟幻許税ゑ1マフヱウレシ袋lニえム三山
正。 d 元本患の T主的 coω~):t ~ミフポy;有『νター，::ゑ~("モ場会 1:: \~ポフエす
し〉緩む予党議司 3殺知能叫最丈主持戎内で払つ E ・~ ~ ... 否茨?ンア

-40ー



場会)::;ld} þ~長?>ア I~ゐ I~ l(} ~主品点、J :1)¥ 'VAシ/.， lS帝 ~~Id設的も.jt r6がう

T三。 ll三ボヲ之， )有犠均椛あ 3偽~I=' ‘ð ..iT、・フトアトムめ果 t::: ょっマが 7r:J 1め8，..#，
ド悦織的ヒ鼠A動令 LG ¥¥るせの之秀之うゆ¥~..企決十 1:::扉非~帥 L l=言者特 Zや
め弟弟1::.(-J;嘉 Lf= Sえ111"1-;sとんr、認めうth.日ゆっf=.c..こめ露骨と L-Z、事J斡良薬
品ibてがさ為く J ¥事乙んど詞新句7"~，坊も身、与 Þ\~導者ノ~Lτ し尋う三乙 p 也イZ ンJ>r
J争く J &l.持品￡、の梶路料~~ニど弟~\'♂J長、~ぇシ~る.t>\， I t ¥ i)"恥::l "l t J ð"~ o .... 
d 放射叱ゐ析をイi~ う場会 1::: 、ëJ;， .<2いフグス1'7(守 lτ よラ Zか h、)0¥放射性併の
J量失利ム~ ~号る三￥\-;哨うか舌、A る o k er，. K ~ro.， dI手持品S勺以.I:e'反射l1三
者桁1‘、も川柳能t苫餓1ll.J: ~ ~O rv'物件釘少Lれ哲iせ(宇佐与〉札
ーわし/刷3以下の椴告席。Sちでな l事と人 t"，¥め勧皐l'd具合小守、，生ぬ;殺豹紅、a
-{壁、値手/後LEeiDZえj;_t、£べ、転者¥j::J t3r 1古今少￥tl重失め街角点刷、ある拝。ぅ
.íf-9j :lニウレン司、、し 'dfo葵?シ 7・，レごどうウし必\之 T弘、1 '2、、制~l 巳.吃の~~J長/

J料科dJ聖f1i_.(1!)~ 13 '"1 f3r/ ~1 6looo(命綱ロみ 'J)斗わ浄l之され秒1
~......今f;a，./-制 .1B 1 f>1)t;f 0)わ£伶と Qヲ芝、¥ ~ p ごぬ羽色、d)笠辻5草創芝め鴻企1::
時9ネ可 it ぬかtjヲ小 ï~ ¥1 -tJt'J気t.h~'\T 仇$liG砂 1= L 'Z ¥dム事リ t==tJ乏診て多急行4
~ d ..J ~" I -乏か=殺さず~\~...:宇τ、、み主と~わホしめ Sì (L.-J械~v患を l骨川弘、耳、ノ
ノハ，I<tV" dl f1，..dl X ~<..~ J: 11' :; 7-"9 /(er ()) ~削除向 rA魚料今憂 :24-JM ~4 下て、、
松忠可慌で~ふ L 事例ワ τ ノ x線尚之1= 手小守、J~五Pl::'ヱ季可否叶南 t;千~で・
曜夕、?~I/)Æ:華街、可能でみ的。

-41-



2 A 1 判Lt)水中の株を九号与の氷射j仁会主行

受7利 。永母認をふ， 1長崎長之， ~広ロか袴 ， l句野争完

?に偽‘料中の捜交差る手のすけtイt;;げ庁法Iごつ!I? td 手ti.解求立小かIef'苧与伝
小山之つがの{械に D'''i1ト をの{サヒ( (0 ~現在みが z杉村示，/(羽r:-}6 1 1
τ{r.水揚次会再来JのB主将lτi付象付利lゑぶめリ・ 2究J乙z"t;. f~ い、の前).._'A理 r::. ; 'J 
，十ιJ.}:-llJ e委ムケげイ¥..[10乱併す，1 'd L'ユド"拘3・ 廷の作均一般{-;10水体、科の
j定約実，'{&氏物4判id之凶るが， ニの諸ゑld乾l負的l二戸lj~;f字彩1'1完るσ投 λ
訳、hるのでI I今吊 rのえをc;FI;s)R '7'切り，手作オく弘、科宇F)~を l乞ろ rL みる村氏
専門I ~ 0 きt~);えか像作川， ι4ιJdr ねなとpt，手えめか1 半減却刊液材(J
えか、~争えれる協点訟が 9 ぃ.
今叫われわれlj. ~比教bf)メJ5r6)手q ナル I1 ，バヮ} )"うンメ・しぺ"し~~i，

h トる?失 tいうtιIス議λ布告凶くつがの 5天水字句奴をι生め φキを明らが{~事弘
前y-z" I 孝氏景子Af( t:_川〉左手111者レ、仏〈勺ハdWfi仰がずL~. 

?志木{f .f:."~ I--チレン栴¥1えそt釈放・げを I{::.i句命ι，;Lち(，J(.件以り心
のミ?;f，o Tフィ Jレy-， 7.吟レ，メト局l'd宅の庁次lこっ(/τ少物(作. 1~、氷河十的
J: ("\."+~L-y-2・泌総しF 苛の一史jわ必取ι求の品う本湖裂を行命コ代。
(.1)主税泊五: ゑ私引く Xつf<1布がはれン 7(Jず北風し』屯勾持法h
勺約7長~ ~í時間3ι~f0 成金 {cf ;}..tJ 9 ヱナレン~tら長時l句県庁T llJ 法令('ð • 
h t-.-1シ7dル{亡勾λ

(2) 路ιjι物MJ五:今， μ ，~d.， が抗争r 壬j1~ιr.: 1 #~{iJ~1t，港北r
ち Pb~ ~ してifjμILJ lr~ I的手糸砂ll九プ'!:;r..oいチレシ議lこ持̂ -

(.3) 告が同: 五種漁船矧 t;l う ìÜf/え，~fr{h~室長(~1滅 E倣 t l 7. I 附
11'1 Utt、ち Ft.e ((1 [-f) 3 t. (之抹泌2也，げJ!./乾4(，支Fクエチレン鋭f'~1 
ア¥

J弘和i;'針作子支弘bX {O '3;rt./叫A-'Uγ ?，oø~勾/ ;)"メ !ð バ伺yM2;~
ず/婿/身J Iグタl島J け〆 (OI!I?f...!仰，(，z.， μA て吋/タ/寄を1'-吃中行令(1¥， ~lft:_ 

{~れ〈ムノ).1安志た~ {{.O 96ナ雫シヌ'-(レ玖為φ荷k-é. 1叩し，弘併ィcJ~J q， 小つ.、
付帯紙偽~('えをし t~" 
見事子矢吹今 ?'()!J.手綱見存法/手千b、与 CfC久 )B()._， e γ ノヲb ， S~.;'ぞ・ fi-4o<， {'$ ， 

d井.μ，き悦， 巴-0， ムι I Se p.eι .0'" I !σ分jb_ifa沌‘科ρl ; (f (YO<.， fLt叫匂.!< 
c久4tt， 紘俊樹有14t>¥らls-， A.r)μ/  ぽ， 作品t P J £矢扶li色詰梓川 tf
11"，メ2.dp iえをヲ告~ ~ /11'"，'''手作， V 
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品者L似1p1，淀:>J歩女手応筑併のアラシJfl.lf，ず d会決討を字伊予 ρゃI W， ePl I 
d勺， V.ρ_{!，え な γ1<7治ぃflτ・・め矛 J[1司ゑI~a IFうなP つt，.lN， Il~ ./て
叩(1"z 11 Iφ治不l三あぐ，ユれ六つ LI'z l'f J ~ 1':. ~資材の ~'f 1.字以‘あっ fヒ・きh紘一匹
t(G端科がらへSU53ι粁片均左 7少kる2 切りτ・グ fFがつ戸の Z校ふZ“手午(?¥フ行
ので.I 1=.~をy究成樹事いうのtJ-.'e r;ぇ執除持。τe・0序局、フ (':..1t"¥ " すも'"つり-z.b小
法iI<釘の!>"寧tL?Jうよ fと，
なH‘今(阜の仇、千二fd奪/令序九急のmJえの戸め/';.吸を2手t.t怠ιτ 為品めτ.，ハ

ロ弁>~ ~/~ っ υτ 11え笠L L いわ
;t ìí. l三引 J~づ叫ん北川参れつ 1}" fJ)hたり干末転l打潟水1，つrI'( 

の $4~tpれ ~j:~tJ主下急時 L 九 二れらの材iてつけ之のf併 1J. I 村‘ち
が う3 倒れら祈れ争ふ(=-'z私糸号る J 

〈革法メ手/R)

N~H争lf~ f( Co.. se V !ill. t.-o (J.(.忌礼AsSeえb)b Cs fJ().. ム~εぱ A叫がlj. 1J'i} edβ仇ヲT
Mt3 /1 10 ，l {6 (o) f I lð~ / f (O' 'Ol/()-I 151. (I/~ / /()-:l t'tiJ /ti~ /，戸 /O1/P-/ I I 
I 1/‘'! Q.) o，r pえ I'{. o.6 川 /;).:MJ :J・，p・骨 1.3 I~ 2.:) μ ~/.t '" 7 7' J S1<.fl 
:l 1.:1.タ ム33ュ.0(，() ..f I^ 仏~ ，." '-f ，0 ρ) '/.0 (1 仏" (J.t 
s弘之 りか36事、.:t.2・.:l(f(. ?~貯 .f.t 仏 o /'7ゑI T・7f8・6 仏I (( 1'./ 

(c 1.:2$ 以 仰げ?均 0・'t '3 6'T 対 tJ.?/.8 .Nt 2..0 36・7p・¢ 的傾¥B'

，J-I.).~ d，伊 (J，61.2 1~ r.tρst ~ i，'8 ~.f ，t ρt" ~.t /" ~，O 3，6 ，8'.'f 手"久~ 17，) 6;1.・?

4ダド・? ハ3 ()・3(J. 3..I (.μ (， ，s.S' 久p:. .2.:1 MJ ~Ó .;1.3 '8./ :JJ-色7 p， i' JJ':。
ク1"， "弘7.tA.，.1 ~，(f.U 1.t 10 8.?' 伊 G 勾伴~，~ /. f1.:J.f J，;;' 7.1 3，t"以 ..21.~ }，7 ".r 

8 1(0・君 "かs-B-f弘t"(J，br.i 6 dll.8 .). J';" 
タ I~'; 1.3が仏0(.0tJ 6 U 1.・7~ t.J. 

3.1 d・6d・'111'1). 1. /) :J.lf}， '1ム3
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2 A 2 
汲令試蒸しミよる Jl<..中?荻量元去の

放財4じみゲ「

ノ京杯 。玖東路次 f 今橋ぎ会

米中保量元素の萩射イ乙dト祈レこ i手足X農の向とど 71えの放射線dト鮮をき 11ゐ氏め r 目
的元素 2あらかじめ液絡ん令離などの前処理の橡iドを行なっ τおく明、専がめる。
育íÍ処覆壊締法ピして ~1J長発法J 沈ずん法J 法味指広、法，イオ ν交換法など ~\"J円い
ちu1..τいゐ。われわれし手今えJ素介析の白的グら多く勾え素 t鋪長d1~ ') .il.7有機
落戒によフてヰ由t之されるオキじン叉lまZーメ今 lレ才キシレと Dl/ア Cのう見合刻家
五用いる浦泉法 E 忠実討し氏。またとのオ法~ 5苛)1171く，海?Jくい適用し，欲量元J索の
定量ミ試みr"qなわ，油広拘の与え率補五に内部原手法きとりへれr 短寿命扶捜の
場合日アi2s I 長舟命核撞の場合/t;:.rj Ht主役用し t::.~ごめ方法K よれば'7 ロ O./~ 1レ
L>.--i.1主主邑当官ぜよく，才宙忠之れた有機骨もーえ長旅反する吠辱グないので操1i< /J'-
ヨド捧Lと商略41::.，.:(J.r¥ゐ。

試料内詞製;旅耳元した試料L主主リポ~7'フイ lレター ( 0・4-s-μ)-( ~r A L I t H-
1-¥c.Q.. e 20刊 .fl_j五の割レミカロizふ祢拭?併すとした。
Cu， V (娃寿命核壇):試料水 (00判LL; Ti 100μ'!-' アスコ!レピン政(S%) 
S77I1.-， 2-メ今Jレオキシこ/( s % ) $" ms... ， 局Rt直戸乙/f:ニウム(之 11)3 m.f ;;ち‘
Jぱアレ毛ニ戸水E加え pHよ‘ot:::詞節する。史』と DDT仁 -N1I4( zが)'3 m.P ~ 
刀Uミイト決ロートド移す。クロロホ jレム 10rns草加i，グイ令舟ノj、y~ぜる。 府機
層lま諒由主アン毛ユクム(払/t1)ぇ0 クn./_z" >土手する。脱水後期広均五小さな万英
ビーカレζ衿し，ホタト線ラレア 7・系先 LR足脳神以来的/穴リエナレン炭Lζ封入する。
JR R -2勾ι者((f:< / d3-n/CJ11.:Z'sec..) -{' 5"秒期解冴守する。よ今向J結TJL地主(Ts_)
iけ"ヂ成広器特設の3変動小折感て叫 d'¥集人ペ 7卜1しを刻えする。 l司涛1，生釈する
長引の 0・32MeVれを長人ペフト lレよリ油(t，保管の織正5行なタ。

長， Co， Zn， H~他(長寿命技法) :試料7K[00寸Yl2_v~ Hf-O. I JT含r オキむンは
が〉よm1.， 昨闘をアンモユウム(之1-1)3m..!. / 7レ毛三戸7K五加え p叶ぷ o/.t:::詞節
する。乏しこ TDTC-/oIJ/L;.C之必)3 m1. "d.tJu i小淀ロートドヰ多す。クロロホルLへき加
えよ分l旬、リ呈ぜる。有地唇lま跡厳アン毛ニウム容認でう之王争ずる。捕広杓l立母芝::>K

f続突ピー乃い移し赤外線ラシア τ"j~ んど‘蒸-1é-さ世代の 5 石央署i乙キラす。点タトl線
与ンプて'加熱し， クロロオ、 lレム五菱、Jもさ吃針入する oJ尺R-'l-(3x/ぷ弘んJ、se，ζう
て J jJ寺町照射する。)'V之自治法下後tra..， 門o など~ I i t-=約 .30 B冷却f生時 J 凸，
Zη寺どを 供(u.)40 c-c.検弘容拷l後の波高分布T君主てみれ護人ベクト IVS測定する e
向持K出子えする削昨のα84-2t1eV (f I探スイフト jレよリ捕zt保安め椅£在行なク。
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おむこ勾けるみえ素η拍均又憂さオミめ長結果五表1~と示す. まkj言、官え幻乙みえ乙
素き添加し中世手照射俊足の r\~長人ペクト IV ~卦jえした ι のさ IfJ↑{;~示す。史~~
渇米中のパアジウムレミフい?ふ祈し~\結果き表之"'~示す。

表 1 混合訊薬拾広しこよる各九素の拍広キ (%) 
元素 受(μgヱーメMvtヰEよ DDTC 門iX 九素 警(均 オキ乙乙/ DDTC- 門iX
Ti 30 100 一 [00 Hf 34- 101 。 qq 
V 0.[ qq 2 qヮ Fe 410 一 100 100 
c。 。‘5 。 101 100 c。 0.5 QS 101 100 
むL 之0 '16 '16 q宕 Zn 24 ヮg 103 103 
門。 30 守4 6マ q6 守'Q. 之。 一 33 qf? 

As Z 。 103 QO 

!亙f蒸留米，Hf， f七(o，Zn，Sb， H事添加
捕広の P線スてクトlレ -

訴枠革苗，J~I~Fe co Z凡ST.Hf.1哲£ヰ剖
DDTC Cxine， CHCt J .盲点

軍司唱寸 こrRR-4、3x10'J 11./ι"，'.:，ιι/ ( 3 ho、
tzワ 会つ l今司
勢'J~' ~e (L;， 4(，川崎コ良忠広域枕
4出G.~...'字.)'_ .'.夏時令.;t:tr.f. SOCC :i 併に

dv
泡ル

?

・

初
M
伊

必

官

同

司

0.5 1.0 

f 毒車工不ノし~. -
1.5 (MeV) 

試料本未来坊が「 道介くね Ti扶率〔係)1.43Mヰe系V半の去端十‘巻ESfC直(CP刊) V令有官(月比)
イ)3!{2.守'ON，14202.4'0 E Jq_.ケ/之 89， 8'6 .3381， .i 37~ /‘(，3士。‘06，I、63tO，o7

ロ)3ザOION，凶4003'0E 34ι、1j....31 90， テ/ 3.$'8'ケ，.J/デ.$' /、73士0.06，(、55士0、oι

(I¥) 3~o2t2N，凶400'3E ミ与、Lt..年之 守7， 9'tι ぷ11，L2，之8'8'テ J‘$2士。‘06，(、4-0士。‘06
Lエ')4.d300N， l#odoE 3.3‘308' 9/ ， 92 .16$8'， .)>S8ア /、?ケ土α06，/.73士。‘ρ7
~t-) 34-' 3'(0(')， 13q04之'之E ミi十、与3/ f3， lJ7 ミ18o/ 昌弘u /、S'~ι士αog-， I、{，7士。‘06

表 2 海米中パアジウムの介析結果

uλ はいずMも <'-3ro/.t I (訊料rj:東海犬、向き~放維の御好走叫る〕
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2 A :3 先菅!-放射4じ荒t包 Sる増脅苧j告JP中肉諸兄J幸町岡崎tt昔

(定今大敷毒・幸先実現言)01左絡先，妻・知世幹事d・鈴木信ザ

論亨:放射出乙苧"'~宇検出暴同よるぴ語辞ぇぺ 7 トロメトリーを紙作 j令れもち分

析堵 I~ )憎郡山手拭耕ゃ主吻停，場予言拭耕なピの争均:~元幸司 ~f蹄寵岡崎定号。
百的悼文章y有利目 1費約札 t 叫 110 2の棒，崩事号化 J予壮語臨も 4手閉し τ争完章Iit村
田動畢色手 fτ'"1 場か 4 象"・孝弘中十室主 I~ ~ ~活気射山手苦情鋭敏 1" ifi t 舟1，M.骨・
NC).， .sc I CD 号ぜの古うら〈机，円五市長前面積骨太宅'"i.章も企む肯耕ザ吋ド陥頑
令祈 11 制?良色ラサ品。~工ネ iレ f -11 ~事 1" t ~放1tl弘骨折 l宮 E 勾 Z う昔藤長官 1干
訟のず I (7f， '" ) I (守，P)民舟r:r~.崎支内'吻芭計 ~II 唱 1 ':.ヒ同事， τ前静ヒ l宮阜ヲ t

~ポ位包帯畢体" ;f1 a芳戎をJ:.1. 1I也~ ~ 5 札~.幸町提ず i宮 U.S. ~ト: S 01 揮を~~

五十l払，. ?J.~ w-I I 百辛主ぜ句f調革件J;，醇布.， :r←1お主ず J13-1 色拭耕也レ τ
蓬r;:10トtAV"1脅2蒋射で放射似し， 4実智雄も恥 (μ}検出碁 f計制有吉芳持ず梼Z章

・#舟τ車両時定量 s拭今 J 事手主司鋭敏置や正T'ii1 も棺討しし
安験:樺苧鬼芦 11 -定昏(司令末仰向島。吋) ~ l'レミ L ウ品箱 l'官事し τf相川
x '1-"""'" 1;商想 L 絵。 じヒ鞍械、持 h官主減。ト勿手昆 t争物 (S..026b.SI九I M30 S.~'J九 TÁOz l.o{，7o. 
fA"o~ $，2' Io I Nctz∞'3 11 81兵，臼C~ ~.31月) 1宮僻量威令(&，白，Cc，門札， Nb， Rb， Sy， Y， ZV) 

t~ ち券煮埠- ~-t色知弘 τ 1/0 も 同幸之官事τぞ花 t '" -z・y 凋棒恒"1レミユウ u持
1:: 1!んず μ属学百争4軸 1:;~号、作。 マグ羊ラウ帥ほ s Ma(百I p)2'trJ，，-1"主今てa--tτ・・
有事が ?7At(:'VI.，叫2Il-1IlA.1h妨害ピなる珂ず irjl"酸化マデ事予ウ仇を停車安拭耕いて放

射イじ拘， 1 Iレミ ιウ品乞事も耳q， ~砕 u て場l 定 L 作. )普ノP孝司升司向i@いじと暗拭特色

-tペ J 意北大手翼手部品申告錦生抑 1章砦由、 s(f) 30 M.f<Vおl動車長射ず 4時間照射レ花.
5到底 1:: t;t主t.~τ :l+el，l\.' (¥"e LL .. :J 検出接、 101.斗ヂャぅ糸 lレ戒，fJ/it柄下搭を期'")古都

工準 iレギ-~;長義 d) 1:i 芳舟、ラ核稗 t 蹄棋坤倣 1" 急成 Iìf 元春~ Ii有号主宰出 L 色。
鰭.f"芳発:今稗 a樺苧鬼#何今 Mτ4専られ令指来色 J佐1 1乞苧~ r... 2今村の

~1.: 1古相乱ぃ楳〈ー数 ι，緒霞 iす I苦 Y 土事il.w-内であ， ~ 0 <:令ヤ卜r-¥寸¥ jj，主が wψ-1いa虚
J菅彦1唾孟

ゴB-寸I1伊色 守 眺 τ lはa-¥惚也萌 0伊ト杵予戒玄 l作乞主 z婦豪 Z幻) ~七悼ι車厳量'- "'( も lほ宰ずラ苅高足亨ベ老 1泊直屯件色ho 
g 宰5或友 l内宮ストロ〉ナウ品IAJ ジ 1ルレ 3 エ:::::-ウ μt巳ユ i伊宮特!怜g 採敏〈ず'今射4均唆弘，特也の拭手耕守のf骨?杯'同

4字引字判)柄で宅るヒ思"いし 苦色 4‘'Y トりウ向や;;:..ユ 7方「ず o ~fÞ声郷i庇t斑 t把t:~聖を 1宰{ゼ唱す諸イ 1害
調韓ィ ~9 'b~， ;t;戎ぞ l害妙2害事 p:~毒事いる。

1 ) 門.下およ~c{..ey ， ~oc似跡.Ift ÛJs物t叫ふ A~ ， 翠， 6E (，Qb9). 

立) A. A~ ， H. Ktc，Y<l.t~wa. I T 0附料品川 E.T~ ， ~o 4.悦，J".} S，Is-1 UY71). 
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義 1 定昔話呆

合同l W-I J6トーl JB -， 
~靖 指紋盛り 統括獣rt，) 和五 支献~íi:L) 事喜志 支暗記{直m

主威~(うも)

NazO 33..333 q 3.32 2.26 21t 3.21 3. 2~-3.4-3 '2.72 2ワ2-2.90
2.31 3.2Q 2.'13 

句。 0.39 o.3&' 6.糾 6.62 0.Q8 O.釘ー明6 g，D3 '7.'12-7.'19 
0.42 6.65' O.'lr '/.it 

uO 1.17 1.39 12.0 /1.0 2.33 2.00-2，2g Cf.る2 tt.IS-1.as 
1.30 11.6 ス3) '1.0'7 

1io;z 0.26 0.26 1./2 1.07 O.2S 0.26-0.34 1.21 1.33-1.t'1 
。‘2$ 1.07 0.26 1.21 

阿乱。 ao36 Qoa d.22 0./7 aaooS勺4.0.尚子0.06 0.13 O.I$' 
0.031 0.18 0.14-

民，.03 1.78 J.Q4 10.7 /1.1 2.06 /.f3-2.14 <6.70 g_lS-9.02 I.~g 11.2 2.08 忠明

倣菅威令 (Pp'tA) 

Co .2.6 2.4- 主守 $0 4-.g 3.9-11 41 2'1一例
2.4- $4 4:守 4-3 

RJ， 210 220 
23 22 

J'l3 {6g-20'I ~ 34--j.t 
'(/$ 24 178 44 

265 2s-0 /93 i80 
I g4- /6o-/Qj 44宮

2'17 Iq I lil 44守

Y t主 13 
25' 
2t 31 <30 27 一IS 立6 ! 3D 26 

210 210 'IG 100 
102. 守'4--[60 14-6 一20V 95' 1/0 14-1 

Nb 
/q 
20 
11 10 

i之
一 16 一

1可 /え " 14 

Ce 212 170 22+ 4 23 
4き 4l汁-47 68 6$"-6'f.Q 

201 44 '12. 

B/l. IO~9 1200 一
10.50 

品。-470 一 '32o-"4-r4 
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2 A 4 ノレテニウムの放射イにか~寸

先ヱ試 o宇田善昌三 河島達持
朱教大 山本俊夫 手攻守 本守正幸大徳嘉彦

1.寝着iまきさに放射怯)レテニヴム在三角フラスコ中 γ曲全イ七割土.!::t 1二加熱:..l..
け掛させノポリエチレ γアイ)レム 1:::輔させ t定量打方法主報告 IdMTY符 D
の才法を非放射挫のルテニウム 1::通用し y 無科薬品ノ迩草 y 海底上などの中の微

量のルテ=ウムをポリ工チレヅプイ}レムに固着させ 多数のフィ lレム五岡崎1::原

子炉 l三入れt放射イもし p 効キまく定量することを言戎みた。
ユ.無井そ薬品のーた量主審併して三角フラスコ I~ とリ 瑚免なè.~の遺骨|まのな
い酸で・酸十主lzLP とれにぺル*キ γ成画完了 γモニウムy温ヨウ素酸カリウムなど
の酸化剤と微量の極化物を加えて口主ポリエナレγフィルム γ覆い，う易ぅ谷上γ2
時間以上加熱l1 )レテニクム乏定量的 1::フィルム l之固着させた。このアィ 1レム主

オマリ工ナレy著¥::封入し，約 I0本主ラピヅト 1:::つめ F 京大原子炉気送管
( 10'允/cm2..Sec.)で1 (; 0 糸町限射した。本オマリエナレ γアィ)レムは井P型
No. 1 (TL) 1::入れてす科医左液晶分析した。照射後約iヶ且の頃1::同 R此(T-!;-= 
3Cf.S d )の 4守7ke Vのピ-J面績を測えL1.定量 Lた o -

>>~t::' との定量去の反応 k 閉じ奈イキで1/0{，R比五トレーす与して用 UJ 三向77入

コずで反£走行ながせ，ポリ工チレシフィルム 1:::固着す吾}レテニウムの収率ま末、

め よニ託定量佳を補正 lt=-。

3、ポリエナレγ1;1:不純物前少なく、をのうえフィルムと Lてi言者祈1:::5'"0mg-
経皮Lか零せず，担体外，，-1，の放射能の坊薯ま少&くで'き忍ので‘比較的筒半な方ぅ去

で、久oIμグのルテニウムまで、怠易 1:::定量することかて1きた。これ以下の含量の
ものでは定量位か不確か lごなるので'P 支1:::長時間の照射を行なラ J~...t がある。
使用するポ?工ナレ γフィルム lま晶民法 1-::'主って作られた O、02税制厚のえの

ま宇佐【沈静j十?絹布τ、こすって表面を北い，三角フラスコ lまフッ化Jk素アγモエ
ウムのおネミにつけて表面主免企1:::洗浄 Lてあ、く凶零がある。塩化物の添加1;):微量

の}レテニウムの収牟五定量的にするためのもので¥ハロゲ γ化物玄令む試料Izl.t 

!話事ない。反応来1:::加え 3酸it成酸のほか、戚費支 リん西えなどF使用で‘旬。
l)(n，f)附 R仏 1::主る生成/レテニケムの訣誌を避ける f=め1::'17 R I.tの曜誌を
行な 3ば零が州、ポリエナレ汁の微動不手助=よる糊博l三つけ可作君主
をIt.; tつなければなちない o
海草 r 海.~土中め)レアニウムについて 1が藍かなイi_~A与るに至っていないか;無
料莱ゐにつ川て 1士多数の値引尋たので'右 1::示(人
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Ru.含有量(rtb)
c:::::: S 
I 6 
s 
S 

....:::::: 5 
5 3，000 (1孝之のみ)
c::::: S 
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s 
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-< 

‘::::: 

oe:::::: 

‘〈

品質(級)
i 

特

特
持

11.、170 

イ持五

時
特

i 
持

1?， '11 !o 
'11 70 
手争

'1'1、170
特

'1'1、S70
特

特

特

q 1. 1 Io 

特
保註

特

特
特

ヰ寺

保証

特

i 
持

化学
L~ N 03 
Be(N03).2' 3 H20 

~g?O~.: 7 HュO
A1(NOa)a' 1H.?O 
Ca C い・ lH，2.0
5 c ( N03) 3 
Cy 03 
門nCL2 ・4H20 
下e(NOa)3・1H.2 0 
CO(N03)之・ bH20 
Ni (NOa)ュ・ 6H.20 
C u. 5 04 . S H 2. 0 
ZnS04' 7H2.0 
Ge. (N03)3 . 8' H2.0 

R h2 $ 04 
s y ( N 03 )ュ
1;;. 0，3 
ZrO( NOa)z・2H，20 

(NH4)6 M 07021・4H20 
R九(N03)3 > 
P d ( N 0-3 )之
A fT N 03 
Cd So.千. 1 -13 H20 
I~ュ($04)3 . '1 H之C
Cs CL 

Ba(tV03)ふ
La (N03)a・{;H.2 0 
(NH4)4仁e(S01)4' 2 H20 

H4St VV'2.040' 14 HzO 
H2. Pt CL，・ 6H20 
H Au. CL4・HCL
T L N 03 
:2 P b (03 十fb (0 t1 )2. 
T h. ( N 03)4 • 4 H.2 0 
UOュ(N03)2.' 6H.lO

式素・
L

0
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g
L
a
c
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0
・L
H
品

九

訟

b

r

Y

0

・h
d
g
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礼
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a
a
e
J
t
μ
L
b
k
j

元

L
B
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C
S
C
門
下

C
N
C
Z
G
R
S
Y
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門

R
P
A
C
I
C
B
L
c
h
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A
T
P
T
U

早
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番
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2 A 5 京武岩-~長=vy ゲ IVÆ'企，t. I~ 舟庁事会句砂iJe;

シカゴ‘ぇ，育ム苧茂久

o木利幹， R.5.LewJ古， E. Ahder$ 

主主主義夫=ッ 'TWA益企 z主513舎(融解物)包の胡司令ルよグレユウ《のφ晶d
l"f{) ()司16oo pcτ・戻測する. 得票主持椋〉月ゑ.1JrJの告書ミゴ参与 z・・勾ず勾金r νzウ4
のみJ与度注の蘭，t_/::.去りマ号寒す 3.
主皇怠 dト島地〈次弓) Ø)湖えバト ν ーす苅，~む免.

分骨乙叱.D=_j益金相 rfの企〈三た J手ν=ウA)の濃度 ('19J 
若君主‘泰椙宇今金 L ま存/;レ忌ク内〉の ~â('/:JJ 

者意;倉吉有料:電器丸、業会当斜昆レ τ 爪 ハワイ門偽削~ L，4.涯のゐd)(TL.W6れゲS)
主え宇存命。rd.Gl.R，'匂e がるのるの〈脊 11，.少人 呂、ょがyil=oQ  11・f/:.ぷる H基本科
/d 0;'ゐ， IDtJ ~8 の手勾fJ.~、/':砲きず~~友会員;づ告の 3 維~ 1箆ゐ広;

~~~;t;科 1": ， ~イjib 'l微量受ィι 物乏のそ・・ "J及、-7J.話集ま符取/ ;'1昆令 L，旬金~ ? li宇
'C.. I~ .ro・t;.!JP急融解後鳥・3会Lて， ますがテスを停 a. ~の fラえま粉砕 ι，苛手金
今同級4ι殺〈ウス 9イト) ~ poえ，倣勺る守的色入れ τ域J♀密封ra. ~品~ ~ 
~ 1:'厄夫毎』色J.:.室封入1-U S"() Otゼ脅品底許ι，乏・3合ιτ がクス祇2毛利£侍R.
会金試料:地.fitei主将1::'守叫て i本 tlJ% / I会d¥'FJ河村 1':.ワ uτ11.1D" ( ~多% ) .， 
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五管F重石lt中の宇宙}緯渉主試 11-0κ.

東主主挙物性研究折頂珪挙j~ 化学教室キ
れフス・ 7・ヲンク荷担折洋諸手

。身柄1EZト 新々2暴走在学 "正喜が辛
< 1 )活智P重石の金属威/jJ中の，守智.f~臓生 P;_1j.(J /(. 

銭。 l玄，然、の作悶や鉾祈上の困難か少なりヒ!.われる，生愚政指Eやり宇宙緯生
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(2，) FI盈珪酸塩中の斗().K.

自主に J 右管穐ìõ q，. K信号の佐~) A di-.tm <:{ r沈むにつけて，附 Ca....C札 p) 叫OK~ 及
y忌の結界生e:f:. spo1ゐ伊仇心 JJOK かわず力、一例者が品綾自主主オL てける。 W~sser­
Ol.lル3-.$ 1本， C 0.-pOf>1'" A~r，'民E.1'l.$1-0;カit;仇んゆみとしt渇j込者 NoけC'YV
C開"'" 1:つ同て理n定 E行な~) I ，~は% Co. I 約 100pp，..，K，技術取れ・ 10勺の
表件の下 1:'， 1 ・ 5.%維の抑K の識締を被告し℃りる。 4可愛 1<1.ニの舎t$~ "f ~，~貯手間
でを 5 爺曲ぬのるのと芳え，同事現‘科かづ i司械の反応にぷ~ 4()K乏綬1i!tレて照射4
4て葬 í.~~ め矛予備fJ1昏裳験E 詞・針記。 宵イm~'il} I"J.短l> ιので 10マ社，長ω
もので斗・I09'} 1: 1l ¥3;護費ずE愛けてあ・リ ，b、っ ta'・かいこふっ乙 11K乞をかいイ丘くノ CQ.
信支持ωす1}1.t.-~ 1>ので，組右i!.;た多でほ，制Kψ接続皮の為1)i，え料E見出ヲ乙
乙1#間企りまり乙のと判断しR・ま友質量タ新宿 l:広げ吾 Kの校出尽庚 !tf.，事同タ
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によコ℃珂脅ていり脚Kの生晶、毒 Eお之 λzゆく予定むあ否。尚，この目的凡退レ

~ft\料 1-; I 15""き
中℃、l玄 I!タ仏1'if ， ihut 1'-0).ι。
15"'1-15， /o668'， 3句/41 ω/41ギ

*再E
rlorma¥i'}ect '. "Ca. 

40/41帯%

K 

pplTl 

/S07C完eめろう。 結;奇襲
持率lま土壌主主'担か K也O斗 1}，31 13."1守 ，.守3t十 I.rTミ斗
ち鉱物指弾して， 11 13. 91 ム75;;.. 1.守主品主+

Kををの位。事PJj 612.4-1.ケ 13. S~ト 1.ケ2..'7

につり亡研究弘、会
($e>i ~乙〉

13. fJ6 ムワJ乙之，11 

11 608 
1.守.3守

't砂し3ぺ‘まであろ 60015，斗E 14-.0 1. '71fS" 
イ3 '70 

フ。 11 i斗.九 /.ケ? i、守斗

60015， .28 I~手: I 斗 /、 '760 /、'138 1.6 タL/-

;tt* to 明/今I= la.ワ? ~ 訴 10・3

-57ー



2 A 9 ci-yeecil をヲけた:Z~Thの団体中の行事b とぞの地封化学
的怠義、

場習桟d元号 ま虫学者F
0 牧吃止r
ヲド柏、 千pj多

天然水中の幻キU/.2~~U 。弓1==平衡の主な帰国と L7 ， d- γl?c.oìL l二よる 23lf-nの
国体来週沙らの枚広が寿えら Jしることは，すぢ‘l二挙表きれZりる. このま思表と共
に， li盃4先永由にある化五1L~ .h F:.. .23'f"(hのcι-y，εcoiL勺幕試t二社フ t，m高寄る
~) IJ. ~ • .3'ru 1.5"';攻柑l二院々 にとけて‘ること t3号えラるエとfのイら札て主たf・J を
Aしをえ特す矛車4争の安耳貸付表1立不 Lzけなずった， ここ1.."，主.我々広この孟ラな
姐体表面 i二殻主主 LZ. "るえ3千日L の cえ-recoI Lの来臨iニ吃フて， 23宇品あaI} Iま，
をの均支生内核幻争U.v'、 まわリの水中仁とす虫てゆイことがドどの霧皮古、こうラ
るグ，またをの没落l-;f'どのよラ広士のれ国体中の (/..-Yeω~ flQm(J乏かどのくら U
方、を言Lる百的で1実殻を行/1三。

安富夫: 淵敵ヴヲエ lレの:意水l島丸e38UI二つけてい 8I :t Q， c> 3 ) X 102/ a，1orn s f判。
に車保/与O土1'1)J-の方"ラスピース、 I0 0 ~('をめ之宮 O 日乏し， ct-yetoilをラ
サたユ3争 rh をがヲスピー λ" の中 1-;:; 財ちぬま~Z 後 1 17"ヲスピース"の表面をきれり
にあらうω こ φピー γを， F 託勺う昆l支丹下ピ水l二浸 L，......定時同のH司!ニ'*中にし
a井忠 Lてくるユ34Thの撃を安jえLt=-.水i昆1主，S，OOCと何手モヲ1号右/こフ"で
李~ ~今~.

寝殿の結柴と走塚:前認のえづたガラスピース"iこイE まれて勺~ 231(. rh勺1ij向」を
は g斗O 土 /ιdf帆 I~y" で ytι、の二主ふ九と九九られるヱ3~U \主 Z‘~~iαo J 
dp帆/~r で j~ ど無札 L? ~--I量どあった
このがラスピーl'を半便R句球:とし} j色句@のよう{二
乏の念、)の£の斑紘，ぢ怠わち仔'-+2.の半径のが肉1.".23宮U
が婚女 L"E.ヒき I (図ら材、合しのが守の持政7ラユ lι者位内
ず琢撃し 7と kを)長tlの議程をtっ見今村1fI半径尺
めがt7X 歪~(乙 l主入り二 t、雄弁去計耳ち 3 と，

p-l 克t(tzf)-f冗((/?-t t ) 3_ R3) ，... v ¥.ノ
ヒなみ /9めずヲスどース"のがの殺を N)胡首長ウヲニル米議i夜R2238Uの諜皮
をp(ぬωんι)とLたとを， N í:固めず‘門司;中 1二広 u って u る“~Th 0) ff.手数
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一般的ダ遠j芝鈴の式1":パ入l.lー;μ、らゑ〉たぐら i、ま tのみが11の速皮え数を fく
め r~ 0 すなわち?ューリン'"をうげていない¥:.?rのピ νト♂平均の長さ LR.Q J ;， 
~1*度 l 予 μ げみそれ 5 んιすゐ t -波及え|二ついて 11

色ェ Ilt. &，_ cえ。I&i<)
11.，波及氏ドついて l手.

免::=.I1も(ト 1) ・ (I!te.:'t~' -I/~つづ
( 'tgし免l手速度え数， t 11-時間〉

同禄 I~1ユー 1)シ7・Eう111\、町い k さのピ、γ トの平均~皮を八10 ， ある遁/を I~
戸いて 7ユ-J)ン7・をう 11r~ ヒぎの売れを N~ ヒ可ゐ k ー〉た及 k; (:つじて.

食:::Ijt .ム〈んC/Ni)
1l決反応i:'ついてiL

官~= l;;も(クt-!)・[1/ Ni.?t-t -l/Ng?t-J J lけ e こμいiCl~ 
測定値~ 1~入 L "{‘進J支え放2求めれ。
このよう 1::L 1得られtふ有数1:お11ゐ速皮史教の此の対処直2絶対温度的進
放(:対L1 1"0、yト(ArrM例JMPム()~ 1'1" rJ-い‘浄1引乙エキ}レキー炉ーえk
いう{足fecnもt1.:、直線↑主がら也イロンわ苧}レコンの場令(~(手.ピvトの手均の
長さや、与見令 k一次tムリ占線の{場F喝、与し ieγ ヒいうう吉1'11¥:Jエネ}レギーカゼ't号
ら恥 R 。ま t ピ、ットの乎'J~fA.l主m側官、ら l手三〉実力、・4争当でう針主イ乙エネ lレヤー It，I司
じ{ 1、7εγ 'c.l 、う(高官~'î号られ f... • 
諮問暴糸島/をのジ jレフン 1:'つい 111.、ピ‘ソトの乎均の長さ J 平均怠fそのいずれ
の場令官、与し四iZiJ'"最も争争 k 、里、われ.汚~主化エキ 1レ守一 l 手 kも1:':z.. 3εVt 
vう悟℃ムヲ作。図ヲ〉

イシド伊ジ}レコン 1: ついても糸島1%の ~jレ
フンの場合ヒ同様1:ピ、ット m平均の基さ，ヰ

均患/震のいすれ勺、らもlfJiK ~戸各省"'t'‘主.棋の
凶 F からう吉1~{乙エネ jレキ:_Z. b乙γド・{争られ

『ミ

試称号玩ヨジ(格)一

回ヒ叶伊平均fAff..t'J-

福岡品ヰ7畑戸占び官うす彦の予、1レコン1:つい

τI~ 同採の実験~ EI下1'tウヲ 1いゐ。 μ'何 日0 ?00 7ptL 
予)(111♂'1<つ

従来実、検室1:ち 11"ゐi':::. -1)γ ア実厳の{星 図i.7レエ以7恥ト→追走Y礼
から自!!.¥界 1:お1'1ケ拡均等の年代午箆えを符ケう1:.~-J史的 1';. ーポ反応 k し tアユ
--')ン t& ねい‘一〉た疋 Jミ 1: お l寸ゐう在1'tt~ エネ}レ苛r の也 E 用いて年代、の指定ド
ワZれてき代。二れ I~付 L て 7 ユーリン 7 実 J験の i~ I二普:通の遠ノ室内、ちi邑吊ずるこ
~ 1';.よ')記者ケ反応〉定数か'Jlつが 1).活性{じエネ)レ者.ーの{喜 /1決安定1-;. J" ヲ 1 j(~
ぺ宴Tfるe このこ r-0'ら、 f-;.í~'- 義的('::ーズ反応， 'c. lτ 取級うこヒ 1:Jフて偽ぃ
鑑定 1': お 11 ゐ了二 4 リンプの補正~-t千九・うこ'c 1-:. l'す Le.疑問旬r持[:れ布。
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フィ予ヨ〉トラ、ソクよ()の核分裂片の落m.
2 A 11 

東大物性冊 。音田 邦夫 宮島恭号 本田誰誰

序、高エネルギー粧手 tJ~'物質 1，入射し!ミ湯合.物質の檀類.粒手あ長リのエネ
)1..ギ一、質量等1，よって定まる帯程の崩iくエネ 11..-.t"ーを失叫い静止する e その向.
高跡i三泊って物質の構造lく損傷を与えゐかご.各連絶縁性国体で.[~. .i直当国工、y
Jト>"';五l之占(). ~ ，わゆるトラ、γ7を生成させゐことが‘でき.京事色同氏・間以lJIJ、
ら山てける。

本研究でlot.ポ 1}刀 -/t~・ネート・フィ J I..- ム l之対する工、γ 千〉子、糸件を椴討 L 、
買l二.捕捉さ似 R粒手を落虫ざせゐ予備的実験主吉武什t，.
1. ポリ月一ボネート I~ 対する工 v 今 >7・・ゑ件の検討
ぉ2.Cfの核会Z皇内在照射し f，，t，oリ13-It~、ネート( Lexan )を問 1Iて、常3置での、
簡便.迅速同工、ソチ〉プ条件を椴討し|ミ。線乗(約 0.01 μ己)から~'1tt机酷して
厚さ 200μのしキサ〉を置き.直経 8噌m の円形肉l二数分へ数十会照射し1，• ト
ラッ 7玄度Ij101;-10(:，/ anZであヮ氏。稽々の化学試莱を用いて工、yチ>'7・1‘顕微
鏡下で観察 lt:-:.ヒこラ、有機落媒の効果 IJ~' 大きいこ ζ がわF フ k 。
Tab1e 1. Etchi時 Time和r科le1干ac.k-2μφ，5，μdeep，- 図. トラγ7の形状

Etchal1t Ti me ( 5.6活 KOH.出30H) 

(CH3)4NOH in CH30H 10% 5 mil1 S ↓ 
5% 15 

2.5% 36 

(CH3)3(CzH40H)NOH il1乙H30H 13% 5 

(CH~)ョ C4 HS0セ)NOH in CH30H 18 % < 2 
mll1. 

100/0 (CHぅ)4NOH eH30H : H20 

90 10 6.5 

80 20 13 ¥ 

50 50 80 ¥ 。100 二壬虫泣 I2，μ 
トーーも

寸ab1e2. COVle .sho.oe a.t 10 Wlin日c..hil'l
φ d r工6% KOH/ CzHsOH 
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2.核イト裂片の落虫安験

前認の実験i之鬼字通LJ 粧手侍止点、 E 鍛えて費 I~ ;家く工、γ千シ〉才似る。 4立つ
τ 適当 U 工ッチン Î" を行 U え I~". 核dト裂片 1;] 落-索中 1~5客企すゐ.部 u (乍¥，千)
I~ J:って生すゐ核令裂片の質量ヒ工ネ ILキ"ー(椛'濯)との向に 1;1:一定の肉イるよ‘あ
') .蛭~，Aト忍片ほど・串 11工ネ 1し午'ーを右1..-. トラ、γ '711長くはゐと尽わthゐ. そ
こで.化考試薬 1"7..より適当 'tJエッ千:.-I・・を行ばうと. 若干室核 fJ~‘:容色すら 11 干・で
あるが‘ 粒吾通過の損傷ヒ落解速度の商イ長IJ一様てい 1;1口 I¥ので‘臭際lて11.緯雑

tJ様相を星す与であろう e ここでは.夫然ウランの申性吾核φ裂時f.，t.? 1) n -;t~・
ネート・フィ ILムlミ捕捉し.工、yチンゲ1~ J: 1) 奮材くと軽抜を蚤叔 á~r，洛dえさせゐ
ことをま弘、企tt，. 

忠弘線規 1，泊~\距離で\ しかも垂直方嗣 lて並ぃトラ 'Y7 IJ~特 ~lh-? J:うは幾-
何守的身元件E蒲伝すオ法を渇え1ミ. 幅 8刊肌長で臼.8tnlTl-のポ l)nーポネー卜
フィ 1L-ム(バイ工 11..-社製.Maky'Oto.1 K&) 60，μをγ71} IL製ヲロッ?の直経 20
机似の円筒肉 1，装着し t，.，厚さ ZメAのポ q1Jーホネート・フィ ILム上|ミ.夫Ztウ
ラ〉木ヲち戒を蒲下、風乾し.約|メ).~ とし. この線ゴ更を円筒it:7イ JL.ムの申lt‘lミ
設置し1<0サ>70lLlit 上記7・‘口 ν7を2個|組とし.立大原号、伊 TRI&A
門ARKII で 30"-ト向照射 Lt， ( 5・10"竹/Aec.伊，2)0 トラ、γ7玄度IJ.曾t'J1) 
命勺二之を避Irる為. < IDb /併としてける。
落色.放射能型l定 工γ今 > I・・Id. S. 6 % -KOHメタ)-Jl-溶液を用 11て.同
一サン70/1..1三つけて‘ 10，1}， 151i'， 201.T[ゐ計]行ぱ')r-::. エッチ:-7・・試料1;1
そdへそ刷 50cc GeC Li)検虫器に4リ.百スぺ7卜1L ( I ke V / J. )を測定し‘標
準試料(非工 v 今 >1・試料)のそ昨1 ヒ比鞍すること l~ よ?て. ~長4ト裂時の;客dえを
検討しt;:.，核穆の確認 ld: 態変曲線を京めて行tJ11 一致するもののふT用111-':: • 

寸志ble3. Reten十ionof下issionFraqme叶s

ReteVl十iOVl % 
EneY'Qv Fra4t71巴川 Tル 自由i阿qTime 10 15 20同in

lS0 keV 131Te 24.8m 100 q2:t 3 72土7 44士 Z
166 I:HBa 84 100 101土 1 71士2 53士3

Iqo、4 141 Ba 1 S 100 82士6 b5士18 7士7

Aveγaqe in Heavv Partic..1es 10，0 92 69 ‘ 35' 

307 keV I併Tミニ 1-8 100 82 士o q4 士1 10，0， 土 4 
358 'O'Tc 14 100， 81士Iq 57士10 Sq士4

qZO Q4y 20.3 100 80士5" qS士S b5士q
A，veγ'aQ.e iV¥ Lì ~h十両rtι1es I 00， 81 82 75 

軽核ぷ保持さt，t¥て t，制顧問tJ:'J十らt.hゐポ‘ 1;17 き 1) L t~ 結果訂;得うれば t p k 
のI"J 幾何守的余什 fJ~' 十 &-1之踊長主出て l¥口がヲ伝ためと尽わdへら.

Heavy 

.. 
牛

lLn 
A
す
1
L
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41Caの半減期京11足

(東大。理) 馬主治jえ夫 3 患橋去 p 中村松ニプ野産!憲治J
来日博

制Calま、 E.C.壊'変で‘似KIこなl-)、ゼの榛カリウムη×線在放出する。こめ
41Ca..丹時過利定IcI、乙の樹齢半端付約105与と上じ較向長以こと、×線の
エネlレギ'-b41EKMこと (3.3ke.γ 〉ち:ど‘のため難しく、現在ま否、 YAP F 
Eらによ弓ニ倒; (1. 1 .:!: O. 3) x 1 0 S Y ----.. ( I q 5" 3) ~ (ワ. ~ 1: I 

• 1) x I04y一一(I q b 2 )とWA.HL工Nによるー倒:1. 2大 10$y
------( I q b b )があるにすぎなV¥" この核穫l志。守l制とd量的lこ色量零で・あリ、 F員
五中から検出されることが、禁断寺されてけるが、検出倒l主まだ-ø~( G y-a h e 5 
中={v1ABUCH工 eX. CJl (1 q 6 ~) ) Lがなく、このイ直左用Mて細が川議
識ができるところまで遣してしヘなレヘ。 しか L、位パ 'Yワヴ'ラウンドの嬬能のさ M
X線測定暴ξ周仇オ'1.1;1¥ 4-1 Ca.η史量民声提出走函難で，1&<、 41Ca η 半~英両左万
ぎる官IT正鹿l二三剥央しZヨミく乱、宇が、生Uる。
本航否|与、従来の4-1Ca 半萩賊リ~7'y( 41 Cd制下れる擦のフラ γつスー
モニターとしc:Coξ同M き今 lご替え、 Ca試斜中lごれずかlこiきまれる44Ca勾
〈九 γ) 友~I 1:' 否すき ~Ca さ間凶正。際盛時二民の様否ある。 Ca試料を執中
l住そTER輸したのちにでーする搬す柱 41Ca_と 4SCaの繍T能さんlノ円4Sヒすき
に、

A4-I =N40 5σω( 1 - e合的)
A何一N併 5σ44 (1 -ε-il45t. ) ( 2) 

〈屈し、 N40I N44 I~試料中の句Ca _， 4-4C a の榛ろ敬ノ ~Ið熱中
J師事2σ4{))σ併 ld.伯CQ，外Ca.t7l熱中i性与謝妻断面積ノ九
4-1 )ス七l計IC a.} 佑((ic7)義変定数ノ七広鶏釘H;闘〉

となる。(1) L可否'Iま‘九4-1t <<1が戚リ主つの否、
円斗I=N40うtσ10丸4-1 ぐl') 

と3すけるが、 ( 2) ぎで l~

円4-s=N叫ラ τσ件丸 4~a -+- 1ω 
aζ= ( I一巳-:146'芯)/丸信τ
の操lこ補正信a..主用ωτ書ま直言。 (/')(2) よリ

去と=(間)(含)(支)(ま) ω 
と怠る内予、4-1C aの-$:1京葉At丁4-1) 特 Caの半裁英語ξT4-5'と宮きと、
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T.u =(常)(号)c丁倍)(去，) 的

ともとる。 (4)或から府与犠iニT4-11ぷ 5 ，三景蘭係ち俸とし之まめ忌ことが‘で'~ ~。
試桝l事40c.a. ~龍穂|副主体(イヒ挙協 I~C a_ C 0 3)  4<¥-Ca.. /ωCa_= 2・2ぷ
1 0-4 )左用凶、犠射降、 JRR-Z_否 1q 69 b平ワ月 28'白がら2月q日lごが
けて 289時間t'bQM=r"1J.'っ1::0 (引 UX(よ"¥./(013例 / Cm2. .se.c.) t 持釘
試料ξd;_~ HN03 じとがしたのち、協イ ;f":ノ交手骨骨盤さ魯正、通常今 Cel精製
去宅、不働時離し、量動制ヲ!こld:Ca C2 04の部I(T'湖史試斜とし1三。謝料内重
量の雫 2l 4~託料(サン 70 {レ番号 巴41) e 4-2 } e 4-~ J e 44-)き梓歳、し、夫々 につ
凶て 45 Ca ~潟食料測史ι 、4-1CぇX毛色鉛す剣先毛布なコたが¥綴名q迫j売l二
際し<.4.1守C弘の P換が妨害をなさ司否、 X線通j定時手放射能{)\'非惨 l三1~く容主主
モ待つで~'Jった。老町 1三ゲ)44-Ca 号 Z襲来lぬよ ，qワ0拝 I月 16ぬlミイまな 11
制仁孔ズ務規1)史 lよ /Cf ワ 3 年ワ同!こ行~-:> 1と。寺7三、 P語集:~J史 lët I qワ2与12
月19d(こも行ない 学識昇局句麗談、と行宮コ Tこところ、~般に倍以られ之 11与
iも5日と一致しZ1¥ 1三。
夫々 の三副食イ畠と、計教却]卒 白cTJl4又 マイラー 1:: よき吸収噂の補正εI~とりこ
した照射E後の放射能イ逼ιさ表lニ乙之二民lニTI¥す。 X線規mit内務のωκ ィ昼1&o. 1 
5"0) に/kt-Lイ直1.1O. 守 0'1 (fv'¥A sV  C 付1 ~丈.~ 仁1'1 ら 2?" ) のi宅lA
~~i )さ間以1三。

サシ7可レ
体Ca~，;軍駐三副史 4-/ (aX繰~ßIJ 良 円4S"

通1随 (q揖/ill&e)嗣識の耐樋 ;!i!l)繍(1)3均的 嬬射喜義q締可也 円4¥

立41
ιp陶

lワ05.b主14-.0i 4644Hdp向38.1 1.ワ0CP土M0.11 |1 41.7作主M3.7 11 ().守エ8".1 

e42 2674-.2.123.8' '7.54-2.5土の! 2.ワりまo.I!? ケ1./ .:t ~ト.ワ /06. ¥:主 8'.0

e.4-3 331 '1，斗主2ら.4Q362.2土ワ'4.5 3.58' 1.O.?>ら 't4-.る工 9.S 守守.3ヱ(O.守

巴44- 39ユ1.()主之8.6( 11 '[2. 3ェε1.ι 3.65"工 0.2.う ?守.b.Lふ4 112.4土ぶ0

平均値〈σもむ重みつき〉 IO~.之主 4.3

σ40，σ44-の催と LZ. l事最近内 ~n史側、 σ40= O. 40主 0・04b.Jt4421
• 03ヱ0.0守 b(Ci<ANS寸 ON 伽tA WH工TE ('f"j I ))毛用以 a 乙よ
c~号正恭淀ィ直ι ヒ1:. 1ニ (4)ポ|ニイて̂ すると‘

寸41= (g • g 5 1: O. 3 5) x 1 0 4 Y 
と写る。(晶、補正也αの信 IJO. 9 fJ 50むあろ)"この値IJ:σ40Jσ44の浪l史の
誤差や瀧)史危閣の誤差が屈まれ之{¥~ ¥ I 7s.'.σ40) (J4-4;iIJ史の齢差き秀之さと、
10%以上町誤主さ昆もま杓ぜなら&-II 0 寺1三、 σ4O)σ44(;}浪皮Xllとよコ之最
丈100%嬰ちイ島司、報告寸前Zl¥ ~こと lこも三主1撃しなければ‘以らな [1. YAFF 
E らぬ 19b2年のプータさ我々の間以 Eωにノ σ:ro~与右・首等し L童すと/ . 7 x 
10$(とな，)戟々 の催と持泣く母ぞき。
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と~ v 5e) M~γ 揚三子乙の昆舟

i::: よ~ "8ιの急成前面識を測
定し色。 f足早広場合j主化

学勿色色をす7tU Gε(Li) d;.ぷ

'71 No.工戸 WIl(( イ 7B~ の'f. 7ワ品γ

'('t勢)怠した。 Iヨキ勺断
面積ほえ f.~: 悶也イネ，弘政のを主
乙う主主ターゲ・ツトヒしたイ&

ず窃~ G C i1γ寸-2)0イI!.

f 易1) Li) N} 0) ター
ゲヅ}-i二つりで 1-:主主見tt-安易定
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札4φíÎ9戸除、 i~ I買す 3碍完勺1.
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ザあソフ 之;1:' ? /302.除外勺
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茎手 I乙品 3 う" '.t r;転先
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乏!在先 ιし之主危乞Jも五ど
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2 A lL十 中湿の究7/$函メ家権者矢島長η7庁一!レアウト 1こユ_¥__!_ヱ

新潟犬、理.0山ム被た.~p タト株式~木俊片企EZEi堂
前田卓je. {:::捺鯵加捧信総
新J包忍公害研 敵 l均室政

介 1") 白守口場}桑野事~~t~在五"，千?jJ-6/.t...7， /2停タタ (L?J本皇室町) にi1b静地弓去:室生命JI
なわ水ぉ新潟宅、!ま¥7/1白早朝最初の放知能(碕);r嬢車。攻れで‘デ/zJ!L7家屋玉;
わ去ヴて込イア Yトfマーすイクlレ〈仰〉 φw降下。制サーペイメータ仇今函ty!
豪宙実~)で闘えL 存昨 y ヲ00---11， 000乙fJrt.の合-pp.~ 1，re. !Jí ッ ，~Z 伺按丞i こ瓦 5\み
貯のろち ι 2000cpm以土 η4のを謀反しyE旨倣鏡観奈l 体(LL)検訟易iiE-i 】 ~')~t華1
~え必よず聞?タ;þf t付念「た~~自の伊依佐哀の仰とがか)更なう一三i;f-空主主:
て律働時滅的かによって 1f<m.仰の納佐縦断!こ4Jかれ充ためこ:盟主伝:全
技終?をた毛 η(ゑ1の$>1 ~ 70 ) tま10飽 1二守?ない。仰-2，-10 !立志長亙討:5ih託、
務総手で、佐支の 4のによく似て !1る。 長一体どし(.-1ト離で、き Fがっ長盈之住壬l-fij
まどめ ltLJ9L制歩りとして者三11::示ィ。
't ;後泡rlえにより法記レた殺修ι世爆発動=勾I11 ~ $-~安絶の尿喜一4交の，，!_i1Q~l君子老ど
はますする出(~cttbn .... -f::w礼 f企〉を表1(こ禾す。ずFずのためす 12回(踊)<h'長:t:芳jB白
(iJP)ρ fy.山内，a-L<fI1飽乏之tKf。宇田tfJ(jP#-示す FYQlë1t1'l.~耐の傾向はキ (2LO_@ク紛
糾芳、ょ α、支献(;:.r!l 7てい bもの l:'. L 5 ~て稗めて将殿5で、ある o Aぞ之;戸.1 酌中 1<.
』ORu，l行 fl句 i似gd，M吃/，Z31Np力ザ〈合会仇 J長P{O! ば仰をr，%pftwd診と。寸-ゎι-zb1
9回1まriP中izfo安uZ戸ヵヴ<)"'7Zr~ {eJ: (手とんb模d之されず.拘留め l石段々p~-~ 賓が土井?
タtkt;汐¥7だので 1 γII (i奇 ε ミ~ *0アフ汚fレ夕刊、4);<)て'"ij:l皇ι声。 ;FE主中巨l主ええ
知従 0・北総ず爪ず 7 持基{:ρ み安菅 m 旋射能￡積.$.9 このデ寿彦の FYa~斗1<t 1ゐ'1，.J式-J員
企体八円と似ていて J み\回ρ{荷 tごは f豊後手ずれごげ刷会っ古。 ~.;J;_"._，ゑら俸
のfroc古ムI1ι北川Lt伊'-1"-10の毛のの宇土台f皐乏禾している。

匂dj実九ず枝虫されだ(表1)0 とみ(;J:'介12，(3回でι，去合従来の丈南えf込者表之?h..
神 11;);1j:V19 '::::<1>1協同ゆfま(21)(7-叫〉の財嚢[_t_77¥苧をf脱する場企ノ
千{J-I，-j，-7ではへ-fOOη安常Iごたき伝値で、万九 271:;/2.7市pl主従来一定どクすえラれてし1
ぢ。vy 表c 来すよ子(':ダ!日はat----仰町、ハ。ヲつい之(}7.> ?イト自の FI'ò-~仏 I~ I討
する」二本η持費』ほか主伏、設中内 i温っタ赤から殺角l釘の相肉位差点、次7?のほ困難念

よヲr:::史えるがい I 2 ~ま俊樹の F~Æo低九越~ X， Y軸(ごフ。。ットオる主(匂氏?Te.);((句
向S友人)j('"押しJ31lE);(bfRA，句ル);(tJ2Te ，>J7a) Q) I釘(~ ii与老m潤度l{生か・再7ft::されちが叫F/31Zめ
よ〆i'i[J(ごついては有桑な釘佐力「なく， 79'1 え l-à:.~/ (fをJ伊βcdと(咋f劫 U)では拡:}Iご
よってはエユ緯績の l釘係カザ存在する。

要組俊容を観客~!Z t t.K.町，ぽは殺、滅的力 lイド t挙 I~ 弱く，雪絞め 11t~組子tコくを寸易く y
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丘P41q-伊;と立}まLJ手会、 i'I亙監12¥:~也之議~奇帯当 :7'、京るι李基壬:i2盈鐙盆fスゅの
~lj[l~誌を J先中 l~ 宏 i J.，_組対直立にき i 之'ø_.;丘あとL だ I~_j佐:bfl-it-"ーすζ:三一:善通EJ主主く J.
1￡友ιζJ..:う生益江主;安定_!~~.J金!左辺己孟，_!_d) ! ~fな;が;ゥ 1 1S1~_ーよ J
印字与さJ全空手Pご杢主主盤直ι;今析結手il:::ょ配弘一手色工三五;三iC23:A:L之氏一民));
'合R::Jli[，ω:山手昆M私立立三笠笠E402iykb空豆亙手当工三二三iJLL孟瓦そよ休一係
長.:1.ら，C.自主--17-LωQLspqLL征堅金JJ ‘の~伝:佐亙全教主対当戸手の一三番ム
Z去三之 11い芝、、ぎる。一

第1表中国第15回核爆発実験1:Jる7オーlしアウトの FractioVlQtioVlC仰t'Jo1こ対する比)

戸's一モamミ三plケ湾eヲ『F総:A11旦ちθCたli耐ミde急〉
~o~9.担IC I04:<u l賢u!喰1 iもJ31l私.lfQ 23U '" 239Np 2判所37U組

()J.寺Z) 占

6.06 3.0 0.95 3.1 4.7 6.35 

Rαi vl (引)2Q_ 4.51d 1.00 0.2ワ 1.6Q 1.31 0.41 んG O.ワ2 O.らマ 0.80 
Rail'1('Vt )50ι 5.16d 1.00 (。 {。 0.73 0.23 ~O 0.89 0.81 0.91 

ROiVlOíI)$~~ 16.59d 1.00 8.40 0.60 2.ヴ6 1.15 1.95 

合P-1C孟向形) 6.60d 1.00 16.6 105.2 ~O 2ら8 ，.ワワ ト96 1.72 0.88 844. 

GP-2 (球) 5.62d 1.00 i汀3 (。 1.ワワ 1.68 0.24 9.2ワ 15.4 1.6ワ 98.5 

EfP-3(四角形 6.lld 1.00 16.2 102 (。 2.68 2ら5 ~O {。 ワ10

G-P-4 7.5ワd 1.00 14.3 48.4 1. 14 3.03 0.80 0.78 1.21 1.54 2090 

G-P-5 (むう1¥) 8.01d 1.00 0.92 7.61 ん。 0.26 0.48 0.10 0.33 322 

GP-6Cもろ{1 8.らqd 100 1 1. 8 マ2 ~O 3.54 2.6マ O.マQ 1.96 2.45 54.0 

GP-ワ 9.00d 1.00 ワQ5 98 2.56 9.05 432 1. '23 485 396 554 

GP-8 ((~\1) 10‘16d 1.00 2.8ら 44 ~O 1.28 2.02 O.ワ2 2.ワQ 3.88 940 

G"P-9 11.55d 1.00 16.1) 0.52 341 2.12 3.61 6.SQ 1.83 61ワ

GP-IO C球) 10.ワId 1.00 ~O 17.4 ~O 0.31 0.48 0.20 0.58 2.90 340 

鼻晶体 Q.6qd 1.00 8.00 53 0.51 2.38 1.45 1.46 2.13ち 1. 75 

Rai凶(号炉; 6.lqd ト00 3ち2 -0 3.マ6 1.12 1.42 3.613 8.Q 2.5 
G-P.2(岩13回 4.2らd 1.00 (。 (。 0.23 0.15 0.20 0.12 0.38 3.2 

世) .2i'l(f I 訓 Nf(主罪手段m比吉永ず，

献)向SRu明付属の比ぽ (UVU+'Yl..~ )め成タ笈生成、手ifl眠定する場会ぽ y 二勺 f註
の0，22包1::なる。

丈献: ，)¥ム怜:介必回杖常化4E討論会委宣;ゑ下f針 ( (912，者t亀)， 
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2 A 15 イ丘レパ‘jしX線カウン9ーのll'・1ツワゲ.7ンドにつ IIτ.

原刊腕ヰ工玄武山研'1E向。串橋党
東京丈宇 E望令部物d 霜桜丈夫
事長京大守 E智~t~ イヒ宇 民j芸Ij'A支 決of専-

f序言需3 昨年約十 16 回枚射1t守討論骨 1::: 方~( I事者ら q官製作し 1三イ丘しへ"JL.，X
線;則定Ï':J'の ~Ii'íi' をしれ。 1 の伐降下・ }l置 16害者ら a石育史自白勺も噂71¥'すわコ主
伊な性能主偽ぇ τl古 11t:カJ・. 更l之芳苦mafftT敬を干'ず・2高. pulse ri se. t ime 
discriminat-ionの;専用も拭みh。

Pulse rise time discrimination 下'11-. 事実~.t，; 71:・ら 包 qrtT替え ti~TI:J主"ゲ t t l 
こ 1016τ・・苦なか、 t-:.0 しかし奇仇『責特例 '~n 1". X~息カ匂:.. I:Jーの/(，ッワワ，11ヲソ
ド1:ゥ I1"(方、 1jリi古、き 1) 1.. f=布。畏を4専J:: b 1J~・ l'・~ T三.

~'P 7 ~を守 t;駒l"f約時漏え及ぴ・ 8同時計書t~t 1: よ 3 回 ~:}n術的;悪政吋そし"( f; ~‘巧
"予す J 白 q~.・ 3博文句主因 I it' .プ7内ン fi-材料中 1:'po' Jれ J杭射'内不純件旬、.孟'/ ~ 1雀
定ざ1M3 • 

プ7内〉今『材料口閉レ τl才.丈高正主主同九・・走市1;;主意を払 u. 1 QI話集1.L.τ情

聴講， ~I司l: 1 費用し h の 1" ct ~ 111". 親酸素闘中 1~16 10 keV以下 a主主 lレキ・・ー毛持、T-:
枕射線E岩す不純物が・号まれ TμJ 1::考えられ L j t:'・断定可 3わ 1寸 τ・・ 111;;-11京:
=。措定 z裏付It~有力む事守1< (， ， .力内ン勾『内届毛=・ソケ iレ下コ『予 4ンザ
(.. f: 1:ご 3El ~t.'打撃1;，n.'・ 5勾 10 守" 1 1:;良・少し Iミヱ kη:守』ずられし

(Pulse Rise Tim~ Discrimination 1 h!i!if x線王女?q明聖子モ・l昔.宇宙空
間I1I X 首長主観;ftlj す 3 為ロケ仰い=碍みほミ・ X~主力内〉々- q 包'If.‘計事丈志向五可 3
Ii;五k レτ‘ pulse rise tirne discrimination討す用可 Jようにh 、'[l t-;，，， 

分 1 図 これ Id:，)( u.刀内〉今-1:わし
Block Diagram 01 Low L...I X-Ray Counting Sy5tom 

With Pulse Rise-Time Discrimination Circuits 
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;ijll~ 可^'・晋 )(~~I: よコ ， ftず3
守決ha1レえ0¥1r上 IjB奇PJl(rise 
七ime)11暗t、 自空E・打枇q 主因
子・事 b宇官銀 1:ょ、l''f;(~司t
j託IJlレスの risetiYlle は事 tもこ
1.. 1:諸白し、 これ E臼2初句 12$

~Ij U "1自~F.・tf帯'll:~官主可 j も a

<"よ J"~世~ ~持田昌寺Hfx-'!l:J 
1= 事~/I". 亀号的 1:: ま下な巾的
1: • 口付"，ト q 寝te毛下作品 1:車E
j降、司 jも仇 k し 1 寿i ~れ良竜



仇 Tド事 Set事活ら It:的安置を 肘ij質的‘占阪E主17t1:柁し$同時汁針葉雪村喜え
h守危ら crX f. ~JIJ骨芳首 1= 要 1: 付 't 加え τ み t~ • 
業置守↑ヰQ) 7・・口 "f ワゲイヤザラム r~ 先 1 00 ot t 1 1: fJ J。図<l¥ltZ置も・ 11. }lQ 1レ
Zのt"isetime.主本管出可 Jの1=. ハ。 iレヌを可'It'r月子レ.守tt市¥(101レ^ Q) 宜上 5 目脅M(le司dín~，
edge) l: J~t俳JlO ，レス市常点主~@可 ~8脅問 (cross pO'，nt)も栂借し. マa時間的問帰宅
time to pulse height converte.r τ"WIレA;皮志 1=~r亀L. i LI ~. ;tr Ql ßin~le channel 
;~品保前零 1-= よ '1. :市島 aイ仕"も仇 B-pちtisetime 。議 1j ，，0 1レヌ仇みを ~~Ij レ・ T 
tS-も k 力ウ〉今『の出内 110 Lν ス~ 1..コイ〉シ干"〉え宅1:.l' . rise time 01 'Ij 11 ".1 vス
|すPfr1すJょ-) 1-:. T; )τL 1 J 0 
Rise tirne毛揮官守 J回限a持品凪眠 春 q 持 10 回王宮工ヴ I-=t~ It J日他正宗，7iiifrt瞥
表守 1:杭古寺をまし I:.小下. 三三も 1<1:福田魯可 J0 

E五苦望 h考官〕 ま可 time to pulse h-eight converterの地升/10ル Xを100chal1nel 

3古本守的事 a入荷口入札 i S5'Fie 0¥樗寺綿;Tff， 反1.>"色鮮;'1t敬司 110 1レ之 QI-rrと '1時間的
7i' 1rj. (pulst' rise time sp閃hum)主銅山・，t=。 その長官軍!i'f'et:君主F再生吊 i♂iレス Ie>衣抑守内t-
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2 A 16 気体域幅計級王去による低レペ}レトリチヴム刻定識の考察

(jG支理) 0湯島長>r ・ 1i~ら則す
く允犬エ) 成町武彦

目的 天然(~1皇帝存在する姪度のイ昼レベルトリチヴA(0心細灯以)乏できるだ
り疑高T匂~;::_.正確に規j症する方議を考案することを終局の目的とする。 1ずj第F
段階t(，て長イネ婿褐計数五五 L之よるトリチヴム場'J定三去のいる U う TJ~什五梗討レ
ど'の方議グ低レベ)レトリ今ウ材11症に至急も孟レ?いるす左見ぃ広すことを目的tレた。

菱萱2盈豆 装置とし?は、 1161斗以来光太放射性l司イ立党二学;総令与を殺をfに設
置さ L什放射、性皮希射て要ljfて民衆11有さ収寸U~ ものを弟'jI有した。た尺:レ、試料調
梨菜費者左改造レオく希誕生装置正取')つげた。 I一 一-、'!m………ノ'/////.………ρ/'///L.…庁'////.…/μM…////，
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dく意誕生業置7作ら削丘7K会は試料詰帯域Jf_ rこ卓入レ、ポ青袈 ~7 俣市「伽ゆL
に入問品。助i12n..似M品乍tJィヰ積-f，7t・z1'?"、々のすぐ同リ1.;1厚さ 2似のヨ四条留水銀
}約三ずーいカケン q一、 ミち L之Jlさ;0.ω%の鈴で函ま l/1(. \，)ゐ.高]圧電話~1;1大阪牽
2餓町-;08":f.17よ1J.・1dwerOi，勾円5"s，af;c私供ゆ'O-v電車吉原左前 U切ら。計数イ番号国主エ
レワトロニワ又脅13l之廷Stfl、 j貯に結果-1)1"自重力的ドアリントで刷る。
誌記丞儲銀乏 試料抗体銅製法とレマP史の反j2.$:!tIJ同レんものみれらm

~Q 1) Ca_Cュナ2H.2.0→ωi:，_十Co.COH)λ
砂ト120十為盤7(-1:，.十ゐ1.，0 位協議d:品川!心
ヨ)2トbDt zn十ωが立主十hJO
勾ト140十zn崎山2nO I七0十句判上atM3U
之卜(20十U244b十UOみ

5)之付了十 C~r-b_ __B!.→￡牛込
G) HTすら比A→ムl:kI.
勺2HT十GH3(i三CH_fi→ムはL
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そ町布去五1・1句'恥可1:"1:卸B#，r;:: CD~.I-/20・桑長可と'を少量ず、つえして反応を行可わせる
リわゆゐ 7'0一主主て‘は 3)の艮;t，[j_積んど重行也ず、めの反応2も希疋に逆行し tJl} 

こtがわか 7 氏。その kめ約};-pσ7怒封セ帆iヒズラジレス号弘元手君主句<fで反応でぺ士
る、 ¥，)は7vtる/でクチ:iを採用する之とにし fと。 ιのJ'i、ザ1-J石氏よ同t;J"勾の反応は
婚時闘で完結するが玲m及Jit;("C ld I 0 時向ぷ上も~する之とザわずつ化。
斗と~可民健組成 L之対ナ付十教特畦 Gト件(x的力、之目、極めてすぐ‘刊た計
軟同ガ{又 τ."あることがすでl之放射惟度額リ定の場企に証明でy1てqる。そL/1ψ
えCJ4ηスは銅製でえう3くゆけ(.;f'，言f教よ切!釘盈は全く可 l)" ゴ!とCH417" 之の11J，~、
明 i定格了魚M知見姪忠之の)1寸 u古川:'l，-"ヲア70 (.._'7保有じ、伺 U'かス左いって"'fj
再現IJ定てHTうると主で‘ある。

ー般にイ昆レペ jレ教対世F測定五効果的l三行司?にはカウプヲーのあ乙，k-G1'同vncL乏
小でくし、レすも鉛件左大量l::1:る I必要カγある ο 「定窓積の援体増計教管玉岡り

る場制こ目、天童の喜桝を止るため試料死体U十数時子iこi恥に封入し可けtf1lぎな
ら可い。て''Oるだけ角JJ>Ii(費3レ¥.)が¥計数管の昨t}3:'位三 a 高圧に伴うが‘ス弱c.f1.、
印加篭丘E考議レて丘介があめら明る ο 使用した装重の場4訟にほ、九之20cW，争経
友きで体内題材く場j定できると止のTわずフた。水素ずえを 7 n }E.J-'A上封I'--'する∞
L立、~ず発生し T之水意打、λ 丘、来科室脅さでキ却した3tJ7l/ll1~ のツリカゲソレトラヲプ

に掃条し 1乙像、そ引を加然、して力ウンタ-(て押したむち諸左レ夫。7/怖かスを

単独lて計数rス i して l者 U る t 、内ウンヲー l亡放電カ.~'怠こっ刻、定ででザリので\
2、長止材、入ιし(1タ量のメヲゾ、アりlでジな土、の7有機、世ガ、えを託手をする1た穿-Ij'ある、
~ζ て告側抗争廿スぽ7険方スσ7託令脱皮のめ1) ~ζ章イじさせ7' 70ラムー特性訪問状。
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口lマン 1 '70 1 So 1ヨ01.201/0
yr の和栗.水素一〆タ心ノ券、 t~3!t，f;-- ~ 2.00 ご之oJ: r)少旬、)領域で 300ι タ00γのアラ

トーが・みう町、 2.10 ~ /0 め 5昆J.~~ で志向。"-lsoV0 70ラトーがみら t/if;乙。号制iミ対

し水合一アロ f'iン令、ではユ00 と之0よ f)水号。，"'Y-可U特或ては九3ooV-のアラトーか

みJ41ら併、 '210" 10τいはずラトーは全くみられない。プヲトーの守 Iヒ電庄は、
水希一〆タンチ、ていは1-3CTVγ である町民対レ、 7K1宅一フot7 1¥"ン系では3'7οOVで
ある。との ，~.-fj.!>芳え長 ι7.1<.1者 r アlフ)f，/魚グ待利である。

ム!主 婦戸の水、南lK.;可J117)'(など' 妻子際の言酬の場IJ定結果~;:7'-) 1.昔、

述べる。
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